
EVM User's Guide: AM263P1, AM263P1-Q1, AM263P2, AM263P2-Q1, 
AM263P4, AM263P4-Q1
AM263Px 制御カードの評価基板

説明

AM263Px controlCARD 評価ボード (EVM) は、テキサ

ス・インスツルメンツの Sitara™ AM263Px シリーズのマイ

クロコントローラ (MCU) 用の評価 / 開発ボードです。この

評価基板には、プログラミングおよびデバッグ用のオンボ
ード エミュレーションが搭載され、ユーザーが制御可能な

ボタンや LED を備えたシンプルなユーザー インターフェ

イスが用意されているため、AM263Px MCU での開発を

簡単に始めることができます。また、この制御カードを使用
すると、高速エッジ コネクタ (HSEC) ベースボード ドッキ

ング ステーションを使用して、ヘッダピンから主な信号に

アクセスすることができ、迅速なプロトタイプ製作が可能で
す。

特長

• 5V、3A の USB Type-C® 入力経由で電力を供給

• 安全関連アプリケーション向けに設計されたマルチレ
ール電源

• 1 個の RJ45 イーサネット ポートと、オンボードの産業

用イーサネット PHY を搭載

• 車載または産業用イーサネット PHY 向けの付加的な

イーサネット アドオン ボード コネクタ

• オンボードの XDS110 デバッグ プローブ

• 迅速なプロトタイプ製作が可能な 180 ピン HSEC イン

ターフェイス
• 3 つのプッシュ ボタン：

– PORz
– ユーザー割り込み
– RESETz

• LED：

– 電源ステータス

– ユーザー テスト

– イーサネット接続

– I2C 駆動アレイ

• オンボード CAN トランシーバとの CAN 接続

• ハードウェア レゾルバにより、2 つの追加の逐次比較

型 ADC を使用してモーター位置センシングを高速化

• 専用 FSI コネクタ

• TI のテスト オートメーション ヘッダ

• マイクロ SD カード コネクタへの MMC インターフェイ

ス
• オンボード メモリ

– 1Gb QSPI NAND フラッシュ

– 256Mb OSPI NOR フラッシュ
– 1Mb I2C EEPROM
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1 評価基板の概要

1.1 概要

AM263Px 制御カードは、AM263Px とすべてのペリフェラルを簡単かつ迅速にプロトタイプ製作できるように開発されまし

た。AM263Px SoC (システム オン チップ) の多くのインターフェイスを有効にするために、複数のオンボード トランシー

バと PHY があります。このユーザー ガイドでは、評価基板の設計の詳細、および各インターフェイスの適切な使用方法

について説明しています。また、ユーザー ガイドでは、ピン ヘッダの説明、テスト ポイント、マルチプレクサ / スイッチ信号

のルーティングなど、基板の多数の重要な要素についても詳細に説明しています。

序文：はじめにお読みください

1.1.1 Sitara MCU+ Academy

テキサス インスツルメンツ は、サポート対象デバイスの MCU+ ソフトウェアとツールを使用した設計を行うためのリソースと

して、MCU+ Academy を提供しています。MCU+ Academy は、開発開始の基礎から高度な開発トピックに至るまで、使

いやすいトレーニング モジュールを取り揃えています。

1.1.2 重要な使用上の注意

注
AM263Px 制御カードの E1 バージョンには、PRU-ICSS MDIO の信号配線のみが含まれます。CPSW 
MDIO を使用するには、ブルー ワイヤによる修正を行う必要があります。ブルー ワイヤによる修正を行わない

場合、RGMII2 インターフェイスに接続されたイーサネット PHY は、オンボードのイーサネット PHY と正しく機

能しません。手配線による修正を行うと、TCAN1043 (U29) をオンボードのイーサネット PHY と同時に使用す

ることはできません。詳細情報については、セクション 5.1.A を参照してください。

注
AM263Px 制御カードを機能させるには 5V、3A の電源が必要です。USB Type-C ケーブルが付属していま

すが、5V、3A の電源はキットに付属していません。Belkin USB-C ウォール チャージャは、制御カードおよび

付属の Type-C ケーブルと使用できることが知られています。電源要件の詳細については、セクション 2.3 を
参照してください。電源入力が不十分な場合は、赤色の LED (LD1) が点灯します。電源ステータス LED の
詳細については、セクション 2.3.2 を参照してください。

注
TMDSCNCD263P は PMIC U7 を搭載しており、通常動作時にケース温度が 55℃ を超えることがあります。

このユーザー ガイドの説明と、以下の表の PCB 警告ステッカーを追加し、高温部品についてユーザーに警

告しています。

注意事項

高温面。

触れるとやけどの原因になることがあります。

触れないでください！

注
外部電源または電源アクセサリの要件：

• 公称出力電圧：5-VDC
• 最大出力電流：3000mA
• 効率レベル V

注
TI は、UL、CSA、VDE、CCC、PSE などの該当する地域の安全規格に準拠した外部電源またはアクセサリの

使用を推奨します。
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1.2 キットの内容

Sitara AM263Px 制御カード開発キットには、以下のものが含まれています。

• AM263Px Sitara シリーズ制御カード開発ボード

• Type-A から USB Micro-B への接続ケーブル (長さ 1m)

注
IO ケーブルの最大長が 3m を超えないことを推奨します。

付属しない：

• HSEC 180 ピン ベースボード ドッキング ステーション

• スタンドオフ

• USB Type-C 5V/3A AC/DC 電源とケーブル

1.3 製品情報

AM263Px Sitara Arm® マイコンは、次世代の産業用および車載用組込み製品の複雑なリアルタイム処理ニーズを満た

すように開発されています。AM263Px MCU ファミリは、最大 4 つの 400MHz Arm® Cortex™-R5F コアを内蔵した複数

のピン互換デバイスで構成されています。オプションとして、Arm R5F サブシステムをプログラムして、複数の機能安全構

成用にロックステップ モードまたはデュアル コア モードで動作させることができます。産業用通信サブシステム (PRU-
ICSS) を使用することで、PROFINET®、TSN、EtherNet/IP™、EtherCAT™ (その他多数)、標準的なイーサネット接続、

さらにカスタム I/O インターフェイスなどの産業用イーサネット通信プロトコルを統合できます。このファミリは、高度なアナ

ログ センシング モジュールとデジタル アクチュエータ モジュールを搭載した、将来のモーター制御およびデジタル電源

アプリケーション向けに設計されています。

複数の R5F コアをクラスタ サブシステムに配置し、256KB の共有密結合メモリ (TCM) と 3MB の共有 SRAM を備えて

いるため、外部メモリの必要性が非常に小さくなっています。拡張 ECC をオンチップ メモリ、ペリフェラル、およびインタ

ーコネクトに備えることで、高度な信頼性を確保しています。ハードウェア セキュリティ マネージャ (HSM) が管理する粒

度の細かいファイアウォールにより、開発者はセキュリティ重視のシステム設計要件を厳格に実装できます。AM263Px デ
バイスでは、暗号化アクセラレーションとセキュア ブートも利用できます。

詳細な情報については、AM263Px データシート (SPRSP81) を参照してください。
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1.3.1 HSEC 180 ピン制御カード ドッキング ステーション

TMDSHSECDOCK 180 ピン ドッキング ステーションと TMDSHSECDOCK-AM263 AM263x-CC HSEC ドックは、テキ

サス インスツルメンツから購入できます。 どちらのドッキング ステーションも、迅速なプロトタイプ製作を可能にし、

AM263Px 制御カードの開発機能を強化するベースボードです。各ドッキング ステーションの機能を比較します。

表 1-1. AM263Px 制御カード HSEC ドックの比較

機能 TMDSHSECDOCK TMDSHSECDOCK-AM263

USB Type-C 電源入力 ✓ ✓

GPIO ブレイクアウト ヘッダ ✓ ✓

カスタマイズ可能な配線取り回しとプロトタイプ製
作に活用できるブレッドボード領域

✓

2 チャネル MCAN トランシーバ ✓

2 チャネル LIN トランシーバ ✓

MIPI-60 デバッグ ヘッダ ✓

14 ピン JTAG ヘッダ ✓ ✓

ADC の入力シグナル コンディショニング ✓

注
TMDSHSECDOCK のみ：TMDSHSECDOCK パワー スイッチは、AM263Px 制御カードの電力要件を満た

すために EXT-ON 側に切り替える必要があります。EXT-ON は、電源が制御カード ドックのバレル コネクタか

ら供給されていることを示します。mini-USB (USB-ON) コネクタは、AM263Px 制御カードの電力要件を満た

していません。

AM263Px 制御カードは、Type-C 接続から供給される電圧が HSEC ドッキング ステーションから供給される電圧以上で

ある限り Type-C 接続から電力を供給するパワー マルチプレクサ (TPS2121RUXT) を搭載しています。したがって、

Type-C 接続が存在し、かつ電力供給される HSEC ドッキング ステーションに制御カードが接続されている場合、パワー 

マルチプレクサは Type-C から供給される電圧を制御カードの VMAIN にルーティングします。Type-C 接続がなく、

HSEC ドッキング ステーション経由で電圧が供給されている場合、パワー マルチプレクサはその電圧を制御カードの 

VMAIN にルーティングします。

ドッキング ステーションの詳細については、『TMDSHSECDOCK 情報ガイド』または『TMDSHSECDOCK-AM263 ユー

ザー ガイド』を参照してください。 

1.3.2 セキュリティ

AM263Px 制御カードは、HS-FS (High Security, Field Securable：高度セキュリティ対応、フィールドでのセキュア化可

能) デバイスを搭載しています。HS-FS デバイスは、1 回のプログラミングを使用して、デバイスを HS-FS から HS-SE 
(High Security, Security Enforced：高度セキュリティ対応、セキュリティ強化) に変換できます。

AM263Px デバイスは、顧客キーがプログラムされていない HS-FS 状態の TI 工場出荷時に以下の属性を備えていま

す。

• セキュア ブート プロセスを強制的に実行しない

• M4 JTAG ポートは閉じている

• R5 JTAG ポートはオープン

• セキュリティ サブシステム ファイアウォールは閉じている

• SoC ファイアウォールはオープン

• ROM ブートには TI の署名付きバイナリが想定されている (暗号化はオプション)
• TIFS-MCU バイナリは、TI の秘密鍵によって署名されている

ワンタイム プログラマブル (OTP) Keywriter は、セキュア デバイスを HS-FS から HS-SE に変換します。OTP Keywriter 
は、顧客キーをデバイスの eFuse にプログラムして、セキュア ブートを強制し、信頼できるルートを確立します。セキュア 

ブートを使用するには、1 つのイメージを暗号化し (オプション)、顧客キーを使用して署名する必要があります。このイメー

ジは、SoC によって検証されます。HS-SE 状態のセキュア デバイスには、次の属性があります。
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• M4、R5 JTAG ポートの両方が閉じている

• セキュリティ サブシステムと SoC ファイアウォールの両方が閉じている

• TIFS-MCU と SBL は、アクティブな顧客キーを使用して署名する必要がある
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2 ハードウェア

2.1 部品の識別

XDS110 Debugger
USB Micro-B Connector (J13)

PORz (SW10)
INTn (SW11)

RESETn (SW12)

Boot Selection Switch (SW6)
ICSSM1 MUX Switch (SW16)
ICSSM0 MUX Switch (SW14)

Ethernet add-on board 
connector (J8)

ICSSM2 MUX Switch (SW15)

JTAG Path MUX Switch (SW1)

LIN Mode Switch (SW5)
LIN Power Switch (SW4)

LIN Header (J10)

Ext. LIN Power Header (J9)

OSPI NOR Flash (U19)
25MHz Oscillator (U42)

3 Output Clock Buffer (U41)

FSI Header (J6)

CAN Bus Header (J5)

QSPI NAND Flash (U18)

AM263P
SoC

CAN Trasnceiver (U29)
ADC/DAC VREF Switches 

(S[7:9,13])
ADC CAL Header (J14)

I2C LED Array

PRU/CPSW RGMII/MII 
Ethernet RJ45 (J7)

PMIC (U7)

1.2V Buck Converter (U9)

USB-C Power (J1)

5V, GND, JTAG, ADC Inputs, DAC,   
Resolver Excitation, PWM, SPI,
I2C, EQEP, SDFM, PRU-ICSS, MMC

図 2-1. 部品識別 (正面)
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Test Automation Header (J11)
VDDIO Load Switch (U16)

2.5V Ethernet PHY Supply (U14)

Board ID EEPROM (U28)

Gigabit Ethernet PHY (U35)

LED Array Driver (U59)

Current Monitors (U12/U13)

Add-On Board MDIO Switch (U90)

On-board PHY MDIO Switch (U81)

ESD Protection (U61:65)

MCAN/FSI MUX (U33)

12V Boost Controller (U5)
Quad Op-Amp (U67)

OSPI/QSPI MUX (U80)

uSD Card Connector (J4)

Temp. Sensor (U27)

GPIO Expander (U60)

LIN MUX (U44)
I2C0/EQEP2 MUX (U26)

5V, GND, JTAG, ADC Inputs, DAC,   
Resolver Excitation, PWM, SPI,
I2C, EQEP, SDFM, PRU-ICSS, MMC

XDS110 Debugger (U52)

XDS110 Signal Isolation

図 2-2. 部品識別 (背面)

2.2 コンプライアンス

選択されたすべての部品は、RoHS と REACH への適合性を満たしています。

本製品に取り付けられている部品は、静電放電 (ESD) の影響を受けやすくなっています。本製品は、ESD が制御された

環境で使用することを推奨します。これには、ESD の蓄積を抑えるために温度や湿度が制御された環境も含まれます。ま

た、本製品との接続時には、リスト ストラップや ESD マットなどの ESD 保護具の使用が推奨されます。

本製品は実験室に類似した基本的な電磁環境で使用され、EN IEC 61326-1:2021 に準拠した規格が適用されます。

2.3 電源要件

AM263Px 制御カードには、5V、3A の USB Type-C 入力から、または 5V、3A の HSEC 接続 (ドッキング ステーション

から供給される) から電力が供給されます。以下のセクションでは、AM263Px 制御カード、サポート部品、リファレンス電

圧に電力を供給する配電ネットワークのトポロジについて説明します。

AM263Px 制御カードと互換性のある電源設計：

• USB Type-C 入力を使用する場合：

– USB-C レセプタクル対応の 5V、3A 電源アダプタ

– キャプティブ USB-C ケーブル搭載、5V、3A 電源アダプタ

– 電力供給に対応した PC USB Type-C ポート

• Thunderbolt
• USB ロゴの後ろのバッテリ
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図 2-3. USB Type-C 電力供給分類

• HSEC DC バレル ジャック電源入力を使用する場合：

– 15W 以上の電源アダプタ

AM263Px 制御カードと互換性のない電源設計：

• USB Type-C 入力を使用する場合：

– 次のような任意の USB アダプタ ケーブル：

• Type-A - Type-C
• micro-B - Type-C
• DC バレル ジャック - Type-C

– USB-C® キャプティブ ケーブルまたはレセプタクルを使用する、5V、1.5A 電源アダプタ

– PC USB Type-C ポートには 3A は使用不可
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2.3.1 USB Type-C コネクタを使用した電源入力

AM263Px 制御カードには、USB Type-C 接続から電力を供給できます。USB Type-C ソースは 5V で 3A を供給でき、

電流ソース能力を CC1 および CC2 信号経由でアドバタイズします。この評価基板では、USB Type-C コネクタの CC1 
と CC2 がポート コントローラ IC (TUSB320LAIRWBR) に接続されています。このデバイスは、CC ピンを使用してポート

の接続 / 未接続、ケーブルの方向、役割の検出、Type-C 電流モードのポート制御を判断します。CC ロジックは、検出さ

れた役割に応じて、Type-C 電流モードをデフォルト、中、または高のいずれかとして検出します。

ポート ピンは、抵抗を使用してグランドにプルダウンされ、上向きポート (UFP) モードの IC を構成します。UFP モードで

の正しい接続を判定するため、VBUS 検出が実装されています。OUT1 および OUT2 ピンは NOR ゲートに接続されて

います。OUT1 ピンと OUT2 ピンの両方のアクティブ "Low" は、接続された状態の大電流 (3A) をアドバタイズします。こ

れにより、ロード スイッチ (TPS22965DSGT) が VBUS_MAIN 電源を供給し、デバイスの電源レールを生成する他のレ

ギュレータに電力を供給できるようになります。

UFP モードでは、ポート コントローラ IC は常に両方の CC ピンにプルダウン抵抗を提示します。ポート コントローラ IC 
は、接続されている DFP からの Type-C モード電流アドバタイズメントに対応する電圧レベルを検出するため、CC ピンを

監視します。ポート コントローラ IC は CC ピンをデバウンスし、VBUS が検出されるまで待機してから、接続を成功させま

す。UFP として構成されているポート コントローラ デバイスは、OUT1 および OUT2 GPIO を使用して、DFP のアドバタ

イズされた電流レベルを検出してシステムに通信します。

AM263Px 制御カードの電源要件は、5V、3A です。ソースが必要な電力を供給できない場合、NOR ゲートの出力は 

Low になり、VBUS_MAIN パワー スイッチが無効化されます。したがって、電源要件が満たされていない場合、

VSYS_TA_3V3 を除くすべての電源はオフの状態のままです。このボードは、ソースが 5V、3A を供給できる場合のみ完

全にオンになります。

図 2-4. Type-C CC の構成

表 2-1. USB Type-C ケーブルの電流ソース能力と状態

OUT1 OUT2 広告

H H 非接続状態でのデフォルト電流

H L 接続状態でのデフォルト電流

L H 接続状態での中電流 (1.5A)

L L 接続状態での高電流 (3.0A)

AM263Px 制御カードには、各電源レールに対応するパワー マネージメント統合チップ (PMIC) をベースとする電源が含

まれています。電源の初期段では、Type-C USB コネクタから 5V 電源が供給され、PMIC が必要とするすべての電圧が

生成されます。その後、PMIC の LDO 出力を介して基板の残りの部分に供給されます。PMIC の詳細については、セク

ション 2.3.5 を参照してください。

ハードウェア www.ti.com/ja-jp

10 AM263Px 制御カードの評価基板 JADU035D – OCTOBER 2023 – REVISED JANUARY 2026
資料に関するフィードバック (ご意見やお問い合わせ) を送信

English Document: SPRUJ86
Copyright © 2026 Texas Instruments Incorporated

https://www.ti.com/jp
https://www.ti.com/jp/lit/pdf/JADU035
https://www.ti.com/feedbackform/techdocfeedback?litnum=JADU035D&partnum=AM263P1,
https://www.ti.com/lit/pdf/SPRUJ86


2.3.2 電源ステータス LED

複数の電源表示 LED をオンボード実装しており、主要電源の出力ステータスをユーザーに通知できます。以下の表に示

すように、LED はさまざまなドメインにわたる電源ステータスを示します。

表 2-2. 電源ステータス LED (1) 

名称 デフォルトのステータス 動作 機能

LD1 OFF Type-C CC ロジック 電源エラー通知。Type-C 接続が 5V、3A を供給していない

LD2 オン VMAIN_12V0 VMAIN 12V 電源の電源インジケータ

LD3 オン VSYS_3V3_LDO1 PMIC LDO 3.3V 電源の電源インジケータ

LD4 オン VSYS_1V2_PG 1.2V 電源レールのパワー グッド インジケータ

LD5 オン VSYS_TA_3V3 電源インジケータ テスト オートメーション ヘッダの 3.3V 電源

LD6 OFF USER_LED0 ユーザーがプログラム可能な赤色 LED

LD7 OFF USER_LED1 ユーザーがプログラム可能な緑色 LED

LD8 オン PMIC_SAFE_OUT2 PMIC からの安全エラー インジケータ出力

LD9 OFF XDS110_PROG_STAZ1 XDS 構成後に LED が点灯

LD10 OFF XDS110_PROG_STAZ2

LD19 OFF SAFETY_ERROR AM263Px からの安全エラー出力ステータス ピン

LD20 オン VCC_1V8_LDO4 電源インジケータ PMIC LDO 1.8V 電源

LD21 オン VDD_5V0_LDO3 PMIC LDO 5.0V 電源の電源インジケータ

LD22 オン VSYS_3V3_LDO2 PMIC LDO 3.3V 電源の電源インジケータ

(1) LD[19:22] は、制御カードの E1 バージョンには含まれていません。

注
LD9 はデフォルトでオンになっています。LED がオフの場合、PMIC からの安全エラー出力を示します。
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XDS110 Data Transfer (LD10)
XDS110 Power 

Good (LD9)

Type-C Power 
Error  

12V Power Good

3.3V PMIC LDO1 
Power Good (LD3)

1.2V Power 
Good (LD4)

Test Automation Header 
Power Good (LD5)

Red User 
LED (LD6)

Green User 
LED (LD7)

PMIC Safety Error 
Output (LD8)Safety Error Output 

Indicator (LD19)

1.8V PMIC LDO 
Power Good (LD20)

5.0V PMIC LDO Power 
Good (LD21)

3.3V PMIC LDO2 
Power Good 

(LD22)

図 2-5. 電源ステータス LED
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2.3.3 電源ツリー

図 2-6. 電源ツリー
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2.3.4 電源シーケンス

図 2-7. 電源シーケンス図

注
LDO[2:4]_OUT と PLDO[1:2]_OUT、および関連する電源は意図的にこの図に含まれていません。これらの 

LDO 出力は、デフォルトで電源オンになっておらず、これらの電源レールを有効にするには SPI 書き込みが

必要なためです。
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2.3.5 PMIC

AM263Px 制御カードは、安全関連アプリケーション (TPS6563860-Q1) のマイコン向けのマルチレール電源を使用しま

す。PMIC は、マイコン、CAN、その他のオンボード ペリフェラルに電力を供給する複数の電源レールを内蔵しています。

図 2-8. PMIC

注
BB_OUT および LDO1_OUT はデフォルトで電源オンになっています。LDO[2:4]_OUT および 

PLDO[1:2]_OUT は、デフォルトでは電源オンになっていないため、これらの電源レールを有効にするための 

SPI 書き込みが必要です。

PMIC は、WAKE1 (VMAIN_12V0) からのウェークアップ、または CAN トランシーバ (INH) からのウェークアップをサポ

ートしています。

PMIC 内部の独立した電圧モニタリング ユニットを使って、バッテリ電源のすべての内部電源レールおよびレギュレータ

出力において、低電圧と過電圧を監視します。すべての電源は、電流制限に加え、過熱警告およびシャットダウン機能に
より保護されています。
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2.4 機能ブロック図

図 2-9. AM263Px 制御カードのブロック図
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2.5 リセット

図 2-10 に、AM263Px 制御カードのリセット アーキテクチャを示します。

図 2-10. リセット アーキテクチャ

AM263Px SoC には以下のリセット機能があります。

• PORz は、MAIN ドメインのパワーオン リセットです。

• WARMRESETn は、MAIN ドメインへのウォーム リセットです。

図 2-11. PORz リセット信号ツリー
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PORz 信号は、以下の場合にメイン ドメインのパワーオン リセットを生成する 3 入力 AND ゲートによって駆動されます。

• PMIC は NRES を駆動し、MCU リセット出力信号を Low にします。

• 1.2V 降圧レギュレータは、パワー グッド信号に Low 信号を出力します。

• ユーザー プッシュ ボタン (SW10) が押されました。

• テスト オートメーション ヘッダはロジック "Low" 信号 (TA_PORZn) を P チャネル MOSFET ゲートに出力するため、

PMOS の V_GS はゼロ未満になります。したがって、PORz 信号は、グランドに直接接続された PMOS ドレインに接

続されます。

PORz 信号は以下のように接続されます。

• AM263Px SoC PORz 入力

• OSPI フラッシュ リセット

• オンボード ギガビット イーサネット PHY リセット

• イーサネット アドオン ボード コネクタ

• BOOTMODE バッファ出力イネーブル

• 高速エッジ コネクタ (HSEC)

図 2-12. WARMRESETn リセット信号ツリー

WARMRESETn 信号は、以下の場合、メイン ドメインへのウォーム リセットを生成します。

• ユーザー プッシュ ボタン (SW12) が押されました。

• テスト オートメーション ヘッダはロジック LOW 信号 (TA_RESETz) を P チャネル MOSFET ゲート出力するため、

PMOS の V_GS はゼロ未満になります。したがって、RESETz 信号は、グランドに直接接続された PMOS ドレインに

接続されます。

WARMRESETn 信号は次のように接続されます。

• AM263Px SoC WARMRESETN 出力

• プッシュ ボタン + PMOS ロジックから生成される RESETz 信号

• IO エクスパンダのリセット

• microSD のリセット
• HSEC

AM263Px 制御カードには SoC への外部割り込み INTn もあり、以下の場合に発生します。

• ユーザー プッシュ ボタン (SW11) が押されました。

• テスト オートメーション ヘッダはロジック LOW 信号 (TA_GPIO1) を P チャネル MOSFET ゲート出力するため、

PMOS の V_GS はゼロ未満になります。したがって、INTn 信号は、グランドに直接接続された PMOS ドレインに接

続されます。
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2.6 クロック

AM263Px SoC では、XTAL_XI 用の 25MHz クロック入力が必要です。SoC と 3 つのイーサネット PHY に必要なすべ

てのリファレンス クロックは、1 つの 4 出力クロック バッファ (LMK1C1103PWR) から生成されます。このクロック バッファ

は、デフォルトでは 1 つの 25MHz LVCMOS 発振器から供給されます。3.3V から 1.8V へのレベル変換に、クロック バ
ッファを使用します。

制御カードには、UART-USB JTAG をサポートするために、TM4C129 マイコン用の 16MHz クロック ソースも必要です。

図 2-13. 発振器のクロック ツリー

または、SoC クロック入力を 1 つの 25MHz 水晶振動子から供給することもできます。水晶振動子を使用する場合、実装

すべき抵抗と未実装にすべき抵抗があります。水晶振動子をクロック ソースとして使用する場合、AM263Px CLKOUT0 
信号を使用してイーサネット PHY リファレンス クロック信号用の 4 つの出力クロック バッファを供給します。

図 2-14. 水晶振動子のクロック ツリー
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以下の表に、各クロック ソース構成ごとに実装すべき抵抗と、非実装 (DNI) とすべき抵抗を示します。

表 2-3. クロック ソース

クロック ソース 実装 DNI

25MHz LVCMOS 発振器 (デフォルト) R273、R176 R178、R179、R271

25MHz 水晶振動子 R178、R179、R271 R273、R176

2.7 ブート モードの選択

AM263Px のブートモードは、DIP スイッチ (SW6) またはテスト オートメーション ヘッダによって選択されます。PORz が
トグルされたとき、テスト オートメーション ヘッダは、I2C IO 拡張バッファを使用してブート モードを駆動します。サポートさ

れているブート モードを、表 2-4 に示します。

表 2-4. サポートされているブート モード

ブート モード / ペリフェラル ブート メディア / ホスト 注

QSPI(4S)、50MHz フラッシュ メモリ ROM は OSPI コントローラを QSPI 4S モードで構成し、外部フラッシュから

イメージをダウンロードし、障害が発生した場合に UART フォールバック ブー

ト モードをサポートします。

UART 外部ホスト ROM は UART0 を 115200bps のボーレートで構成し、x モデム プロトコル

を使用して外部 PC 端末からイメージをダウンロードします。

QSPI(1S)、50MHz フラッシュ メモリ ROM は OSPI コントローラを QSPI 1S モードで構成し、外部フラッシュから

イメージをダウンロードし、障害が発生した場合に UART フォールバック ブー

ト モードをサポートします。

OSPI(8S)、50MHz フラッシュ メモリ ROM は OSPI コントローラを 8S モードに構成し、外部フラッシュからイメー

ジをダウンロードし、障害が発生した場合に UART フォールバック ブート モ
ードをサポートします。

xSPI (1S->8D)、25MHz、SFDP QSPI フラッシュ / 外部ホスト ROM は OSPI コントローラを xSPI 8D モードで構成し、読み取りコマンドの

ために SFDP 表を読み取り、外部フラッシュからイメージをダウンロードしま

す。SFDP によるフラッシュは JEDEC 標準リビジョン D のみサポートされて

います。

DevBoot 該当なし SBL なし。開発目的でのみ使用される。

図 2-15. SW6 のスイッチ位置

表 2-5. ブート モードの選択表

ブート モード
SPI0_D0_pad 

(SOP3)
SPI0_CLK_pad 

(SOP2) OSPI_D1 (SOP1) OSPI_D0 (SOP0)

QSPI(4S)、50MHz 0 0 0 0

UART 0 0 0 1

QSPI(1S)、50MHz 0 0 1 0

OSPI(8S)、50MHz 0 0 1 1

xSPI (1S->8D)、25MHz、SFDP 1 1 0 0

DevBoot 1 0 1 1
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表 2-5. ブート モードの選択表 (続き)

ブート モード
SPI0_D0_pad 

(SOP3)
SPI0_CLK_pad 

(SOP2) OSPI_D1 (SOP1) OSPI_D0 (SOP0)

サポートされていない起動モード 上記に定義されていない他のすべての組み合わせ。
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2.8 JTAG パスの選択

AM263Px 制御カードを使用すると、オンボード XDS110 を介して、または HSEC ドッキング ステーション経由で外部エ

ミュレータを使用して、SoC に JTAG 接続することができます。スイッチ (SW1) は、マルチプレクサ (U30) の選択ラインを

駆動して、SoC の JTAG パスを決定するために使用されます。次の図は、2 つある JTAG パスの SW1 の適切なスイッチ

位置を示しています。

図 2-16. JTAG パスのスイッチの位置

2.9 ヘッダ情報

この AM263Px のバージョンには、11 種類のヘッダがあります。各ヘッダの場所については、セクション 2.1 を参照してく

ださい。各ヘッダ ピンの信号の詳細を以下に示します。

• PMIC ヘッダー

– PMIC の詳細については、表 2-6 を参照してください。

表 2-6. PMIC
記号 ピン 1 ピン 2 ピン 3
J2 VCC_PLDO2 NC DGND

J3 VCC_PLDO1 NC DGND

J20 VMAIN_12V0 PMIC_WKUP1 該当なし

J21 TCAN_WAKE DGND 該当なし

• テスト オートメーション ブートモード制御ヘッダ

– テスト オートメーション ヘッダの詳細については、表 2-7 を参照してください。

表 2-7. テスト オートメーション ヘッダー

記号 ピン 1 ピン 2
J12 TA_GPIO3 DGND

• MCAN ヘッダー

– MCAN インターフェイスの詳細については、表 2-8 を参照してください。
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表 2-8. MCAN ヘッダー

記号 ピン 1 ピン 2 ピン 3
J5 MCAN4_CAN_H DGND MCAN4_CAN_L

J21 TCAN_WAKE DGND 該当なし

J22 PMIC_WKUP2 MCAN INH 該当なし

• FSI ヘッダー

– FSI インターフェイスの詳細については、表 2-9 を参照してください。

表 2-9. FSI ヘッダー

記号 ピン 1 ピン 2 ピン 3 ピン 4 ピン 5 ピン 6 ピン 7 ピン 8 ピン 9 ピン 10
J6 FSIRX2_CLK FSITX2_CLK DGN

D
DGN

D
FSIRX2_DAT

A0
FSITX2_DAT

A0
FSIRX2_DAT

A1
FSITX2_DAT

A1
DGN

D
VSYS_3V3A

• PRU-ICSS IEP ヘッダ

– PRU-ICSS の詳細については、表 2-10 を参照してください。

表 2-10. PRU-ICSS IEP ヘッダ

記号 ピン 1 ピン 2
J19 PR0_IEP0_EDIO_DATA_IN_OUT_31 DGND

J18 PR0_IEP0_EDC_SYNC_OUT1 DGND

J17 PR0_IEP0_EDIO_DATA_IN_OUT_30 DGND

J16 PR0_IEP0_EDC_SYNC_OUT0 DGND

• LIN ヘッダー

– LIN インターフェイスの詳細については、表 2-11 を参照してください。

表 2-11. LIN ヘッダー

記号 ピン 1 ピン 2 ピン 3
J10 VLIN LIN DGND

J9 VBAT_LIN DGND 該当なし
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2.10 GPIO へのマッピング

表 2-12. GPIO マッピング表

SI 番号 GPIO 名称 GPIO ピン名 機能 ネット名 アクティブ ステータス

1 SoC への割り込み GPIO21 LIN2_RXD 割り込み SOC_INTn Low

2 イーサネット PHY コネクタへの割り込み GPIO67 EPWM12_A 割り込み ICSSM2_PWDN/INTn Low

3 ユーザー定義の LED GPIO58 EPWM7_B GPIO USER_LED1 優先順位が高い

4 オンボード イーサネット PHY 割り込み GPIO68 EPWM12_B 割り込み ICSSM1_INT Low

5 ユーザー定義の LED GPIO22 LIN2_TXD GPIO USER_LED0 優先順位が高い

8 オンボード イーサネット PHY へのリセット入力 GPIO35 RGMII1_TXC リセット GPIO_ICSSM1_RST Low

9 イーサネット コネクタへのリセット入力 GPIO36 RGMII1_TX_CTL リセット GPIO_ICSSM2_RST Low

10 PMIC から SoC への割り込み GPIO29 RGMII1_RXC 割り込み PMIC_INTn Low

11 OSPI/QSPI マルチプレクサを選択 GPIO37 RGMII1_TD0 MUX SEL OSPI/QSPI_MUX_SEL 優先順位が高い

IO エクスパンダ 01

12 OSPI へのリセット入力 P00 リセット GPIO_OSPI_RSTn Low

13 クロック バッファへのイネーブル制御 P01 イネーブル CLK_BUF_EN High

14 ICSS MII1 HSEC マルチプレクサの選択ライン P02 マルチプレクサの選択 ICSSM1_MUX_SEL SW16

15 ICSS オンボード PHY の選択ライン P03 マルチプレクサの選択 ICSSM2_MUX_SEL SW15

16 OSPI と HSEC UART の選択ライン P04 マルチプレクサの選択 FSI_MUX_SEL 優先順位が高い

17 ADC マルチプレクサの選択ライン P05 マルチプレクサの選択 ADC3_MUX_SEL 優先順位が高い

18 ADC マルチプレクサの選択ライン P06 マルチプレクサの選択 ADC4_MUX_SEL 優先順位が高い

19 SD ロード スイッチへのイネーブル制御 P07 ロード SW イネーブル GPIO_uSD_PWR_EN High

20 ADC マルチプレクサの選択ライン P10 マルチプレクサの選択 ADC5_MUX_SEL 優先順位が高い

21 I2C0 マルチプレクサの選択ライン P11 マルチプレクサの選択 I2C0_MUX_SEL 優先順位が高い

22 SPI1 マルチプレクサの選択ライン P12 マルチプレクサの選択 SPI1_MUX_SEL 優先順位が高い

23 UART2 マルチプレクサの選択ライン P13 マルチプレクサの選択 UART2_MUX_SEL 優先順位が高い

24 1.7V LDO へのイネーブル制御 P14 LDO イネーブル VPP_LDO_EN 優先順位が高い

25 LIN/UART マルチプレクサの選択ライン P15 マルチプレクサの選択 LIN_MUX_SEL 優先順位が高い

26 ADC マルチプレクサの選択ライン P16 マルチプレクサの選択 ADC1_MUX_SEL 優先順位が高い

27 ADC マルチプレクサの選択ライン P17 マルチプレクサの選択 ADC2_MUX_SEL 優先順位が高い

28 HSEC GPIO P20 GPIO HSEC_GPIO 優先順位が高い

29 MCAN トランシーバのスタンバイ信号 P21 MCAN スタンバイ MCAN1_STB 高

30 オンボード PHY 用の MDIO 信号の選択 P22 マルチプレクサの選択 MDIO/MDC_MUX_SEL1 High

31 イーサネット アドオン ボード用の MDIO 信号の選択 P23 マルチプレクサの選択 MDIO/MDC_MUX_SEL2 High

32 ICSS MII0 HSEC マルチプレクサの選択ライン P24 マルチプレクサの選択 ICSSM0_MUX_SEL SW14
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2.11 プッシュ ボタン

制御カードには、プロセッサにリセット入力とユーザー割り込みを提供する、複数のユーザー プッシュ ボタンが用意されて

います。

図 2-17. プッシュ ボタン

AM263Px 制御カード基板の上面に配置されているプッシュ ボタンの一覧を表 2-13 に示します。

表 2-13. 制御カードのプッシュ ボタン

プッシュ ボタン 信号 機能

SW11 INTn ユーザー割り込み信号

SW10 PORz SoC PORz リセット入力

SW12 RESETn SoC ウォーム リセット入力
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2.12 インターフェイス

2.12.1 メモリ インターフェイス

2.12.1.1 OSPI/QSPI

AM263Px 制御カードには、AM263Px SoC の QSPI0 インターフェイスに接続された 1Gbit QSPI NAND フラッシュ メ
モリ デバイス (W25N01GVZEAG) が搭載されています。QSPI は、メモリ速度が最大 104MHz のシングル データ レート

に対応しています。QSPI フラッシュには 3.3V IO 電源 (VSYS_3V3_LDO1) から電力が供給されます。

注
通常、フラッシュ メモリ用のリセット ピンがあります。制御カードで使用される WSON パッケージにはリセット ピ
ンはありません。

QSPI0_D0/D1 信号は、BOOTMODE 制御ロジックにも使用されます。10kΩ の抵抗がありますが、これは値のラッチ後

に BOOTMODE 制御ロジックを分離するために使用されます。

AM263Px 制御カードには、AM263Px SoC の OSPI0 インターフェイスに接続された 256Mbit OSPI NOR フラッシュ メ
モリ デバイス (IS25LX256-LHLE) も搭載されています。

2 つのフラッシュ メモリ間のメモリ データ信号のルーティングを制御する高速データ スイッチがあります。AM263Px SoC 
の GPIO37 は、高速データ スイッチの選択ラインを駆動するために使用されます。選択ラインにはプルアップ抵抗がある

ため、デフォルトで OSPI メモリ デバイスが選択されます。

図 2-18. OSPI/QSPI インターフェイス

表 2-14. メモリ マルチプレクサ表

選択 条件 マルチプレクサ機能

High OSPI NOR フラッシュを選択 A → B ポート

Low QSPI NAND フラッシュを選択 A → C ポート
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2.12.1.2 基板 ID EEPROM

AM263Px 制御カードには、I2C ベースの 1Mbit EEPROM (CAT23M01WI-GT3) が搭載されており、ボード構成の詳

細が保存されます。基板 ID EEPROM は、1:2 マルチプレクサ (SN74CB3Q3257PWR) 経由で AM263Px の I2C0 イ
ンターフェイスに接続されています。EEPROM のデフォルトの I2C アドレスは、アドレス ピン A1 と A2 をグランドにプル

ダウンすることで 0x50 に設定されます。EEPROM の書き込み保護ピンはデフォルトでグランドにプルダウンされているた

め、書き込み保護は無効になっています。10kΩ プルダウン抵抗 (R273) を取り外し、3.3V の IO 電圧電源にプルアップ

抵抗 (R268) を取り付けることで、書き込み保護を有効にするオプションもあります。

図 2-19. 基板 ID EEPROM

GPIO エクスパンダは、1:2 マルチプレクサの選択信号 (I2C0_MUX_SEL) を制御するために使用されます。

表 2-15. EEPROM マルチプレクサ表

選択 条件 マルチプレクサ機能

High HSEC EQEP を選択 A → B2 ポート

Low I2C0 を選択 A → B1 ポート
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2.12.2 イーサネット インターフェイス

AM263Px SoC には、2 つの個別のイーサネット インターフェイスが搭載されています。1 つ目のインターフェイスはギガ

ビット イーサネット スイッチ (CPSW) サブシステムで、2 つのポートがあり、選択可能な MII、RMII、RGMII インターフェイ

スを備えています。

注
制御カードで使用される ZCZ_S パッケージでは、CPSW イーサネット ポートの 1 つの代わりにレゾルバ イン

ターフェイスが装備されています。したがって、制御カードでアクセスできる CPSW ポートは RGMII2/RMII2/
MII2 だけです。

2 つ目のイーサネット インターフェイスはプログラマブル リアルタイム ユニット産業用通信サブシステム (PRU-ICSS) で、

2 基のコア (PRU0、PRU1) を搭載しており、それぞれをリアルタイム イーサネット ポートとして構成することができます。

各イーサネット インターフェイスには、PHY 管理用の関連する管理データ入出力 (MDIO) モジュールがあります。CPSW 
信号と PRU-ICSS MDIO 信号は、どのポートが PHY にルーティングされるかに基づいて、PHY にルーティングされま

す。制御カードには、オンボード PHY コネクタまたはイーサネット アドオン ボード コネクタにどの MDIO モジュールをル

ーティングするかを決定する 2 つのアナログ スイッチが含まれています。

ギガビット イーサネット スイッチ (ポート 2) からのイーサネット ポートと、PRU0 用に構成可能なリアルタイム イーサネット 

ポート (PR0_PRU0_MII0) は、SoC の同じボールにルーティングされており、ピンマルチプレクサの構成によって、一度

に使用されるペリフェラルが決定されます。

制御カードには、オンボード ギガビット イーサネット PHY トランシーバ (DP83869HMRGZT) が搭載されています。オン

ボード PHY の詳細については、セクション 2.12.2.2 を参照してください。車載または産業用の付加的なイーサネット 

PHY に対応するために、さまざまなイーサネット アドオン ボードを接続するための外部コネクタも実装しています。イーサ

ネット アドオン ボード コネクタに接続できるボードの詳細については、該当するボードのユーザー ガイドを参照してくださ

い。

また、制御カードには複数の 1:2 マルチプレクサ / デマルチプレクサ高速スイッチも搭載されており、HSEC、オンボード 

イーサネット PHY、イーサネット アドオン ボード コネクタ間のすべてのイーサネット ポートをルーティングします。制御カ

ードにおけるすべてのイーサネット ルーティングの詳細については、セクション 2.12.2.1 を参照してください。
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2.12.2.1 制御カードのイーサネット ルーティング

AM263Px SoC には、複数のイーサネット ポートと MDIO モジュールが搭載されており、マルチプレクサ / アナログスイッチの設定や、基板に実装されている 0Ω 抵
抗に基づいて、さまざまな接続先へルーティングできます。3 つの単極単投 (SPST) スイッチと、IO エクスパンダからの IO 制御信号により、マルチプレクサ / アナロ

グ スイッチのルーティング状態が決定されます。

図 2-20 に、すべてのイーサネット ポートと MDIO 信号のルーティング方式の概要を示します。

表 2-16 に、制御カードにおけるイーサネットおよび MDIO ルーティングの利用可能なさまざまな構成を示します。デフォルト設定は構成 1 で、緑色で強調表示され

ています。

注
各種構成では、0Ω 抵抗の半田付けと取り外しが必要です。

図 2-20. イーサネット ルーティングの概要
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出荷時のデフォルトの状態を示す 部品の半田付け / 半田除去を必要とする領域を示す

表 2-16. イーサネット ルーティング
SoC ソース 接続先 構成# ICSSM0_

MUX_SEL 
(SW14)

ICSSM1_
MUX_SEL 
(SW16)

ICSSM2_
MUX_SEL 
(SW15)

MDIO/MDC_
MUX_SEL1

MDIO/MDC_
MUX_SEL2

R476:R484 
R493:R500

R509:R516 
R525:R532

R485:R492 
R501:R508

R517:R524 
R533:R540

IO エクスパンダ または SW[14:16] により制御 IO エクスパンダにより制御 部品の半田付けと取り外しが必要

CPSW RGMII2 オンボード PHY 1 デフォルト Low Low Low High Low POP POP DNI DNI

PRU1 MII1 イーサネット アドオン コネクタ

該当なし HSEC

PRU MII0 接続なし

PRU0 MII0 オンボード PHY 2 Low Low Low Low Low POP POP DNI DNI

PRU1 MII1 イーサネット アドオン コネクタ

該当なし HSEC

CPSW RGMII2 接続なし

PRU1 MII1 オンボード PHY 3 Low Low High Low Low DNI DNI POP POP

PRU0 MII0 イーサネット アドオン コネクタ

該当なし HSEC

CPSW RGMII2 接続なし

PRU1 MII1 オンボード PHY 4 Low Low High Low High DNI DNI POP POP

CPSW RGMII2 イーサネット アドオン コネクタ

該当なし HSEC

PRU0 MII0 接続なし

PRU0 MII0 オンボード PHY 5 Low High Low Low X POP X DNI X

該当なし イーサネット アドオン コネクタ

PRU1 MII1 HSEC

CPSW RGMII2 接続なし

CPSW RGMII2 オンボード PHY 6 Low High Low High X POP X DNI X

該当なし イーサネット アドオン コネクタ

PRU1 MII1 HSEC

PRU0 MII0 接続なし

該当なし オンボード PHY 7 Low High High X Low X DNI DNI POP

PRU0 MII0 イーサネット アドオン コネクタ

PRU1 MII1 HSEC

CPSW RGMII2 接続なし

該当なし オンボード PHY 8 Low High High X High X DNI DNI POP

CPSW RGMII2 イーサネット アドオン コネクタ

PRU1 MII1 HSEC

PRU0 MII0 接続なし
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表 2-16. イーサネット ルーティング (続き)
SoC ソース 接続先 構成# ICSSM0_

MUX_SEL 
(SW14)

ICSSM1_
MUX_SEL 
(SW16)

ICSSM2_
MUX_SEL 
(SW15)

MDIO/MDC_
MUX_SEL1

MDIO/MDC_
MUX_SEL2

R476:R484 
R493:R500

R509:R516 
R525:R532

R485:R492 
R501:R508

R517:R524 
R533:R540

該当なし オンボード PHY 9 High Low Low X Low X POP X DNI

PRU1 MII1 イーサネット アドオン コネクタ

PR_MII0 または RGMII2 HSEC

該当なし 接続なし

PRU1 MII1 オンボード PHY 10 High Low High Low X X DNI X POP

該当なし イーサネット アドオン コネクタ

PR_MII0 または RGMII2 HSEC

該当なし 接続なし

該当なし オンボード PHY 11 High High X X X X X X X

該当なし イーサネット アドオン コネクタ

PR_MII0 または RGMII2 PR_MII1 HSEC

接続なし
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2.12.2.2 オンボード イーサネット PHY

AM263Px 制御カードは、信号のルーティング方法に応じて、RGMII 信号の 1 ポートと、PRU-ICSS の PRU0 コアまた

は PRU-ICSS の PRU1 コアのいずれかを使用して、48 ピンのイーサネット PHY (DP83869HMRGZT) に接続します 

(セクション 2.12.2.1 を参照)。PHY は、PRU0 コアに接続されている場合、1Gbit 動作をアドバタイズするように構成され

ます。PHY が PRU1 コアに接続されている場合、10/100Mbit 動作用に構成されます。PHY のイーサネット データ信号

は、RJ45 コネクタで終端されています。LED は、リンクのステータスとアクティビティを示すために使用されます。

図 2-21. 制御カードのオンボード イーサネット PHY

イーサネット PHY には、個別の電源が 3 つ必要です。イーサネット PHY 用の 1.1V および 2.5V 電源専用 LDO が 2 
つあります。イーサネット PHY の VDDIO 電源は、ロード スイッチ (U16) から供給されます。このスイッチは、2.5V のパワ

ー グッド信号が High に駆動されると有効になります。

CPSW 信号の RGMII2 ポートは、PRU-ICSS イーサネット信号と同じボールに内部で多重化されています。RGMII2 を
使用するには、ボールを RGMII2 に適切なマルチプレクサ モードに設定する必要があります。

AM263Px SoC 付近の送信および受信クロック信号には、直列終端抵抗があります。

SoC から PHY への MDIO 信号と割り込み信号を正常に動作させるには、I/O 電源電圧への 2.2KΩ プルアップ抵抗が

必要です。割り込み信号は、AM263Px SoC からマッピングされた GPIO 信号によって駆動されます。

イーサネット PHY のリセット信号は、2 入力 AND ゲートによって駆動されます。ゲートの AND 入力は、IO エクスパンダと 

PORz によって生成される GPIO 信号です。

イーサネット PHY は、デバイスを特定の動作モードに設定するために、多くの機能ピンをストラップ オプションとして使用

します。

ハードウェア www.ti.com/ja-jp

32 AM263Px 制御カードの評価基板 JADU035D – OCTOBER 2023 – REVISED JANUARY 2026
資料に関するフィードバック (ご意見やお問い合わせ) を送信

English Document: SPRUJ86
Copyright © 2026 Texas Instruments Incorporated

https://www.ti.com/jp
https://www.ti.com/jp/lit/pdf/JADU035
https://www.ti.com/feedbackform/techdocfeedback?litnum=JADU035D&partnum=AM263P1,
https://www.ti.com/lit/pdf/SPRUJ86


図 2-22. 産業用イーサネット PHY のストラップ抵抗

表 2-17. 産業用ギガビット イーサネット PHY のストラップ抵抗

機能ピン デフォルト モード CC のモード 機能

RX_D0 0 0 PHY アドレス：0000
RX_D1 0 0

JTAG_TDO/GPIO_1 0 0 RGMII to Copper

RX_D3 0 0

RX_D2 0 0

LED_0 0 0 自動ネゴシエーション、1000/100/10 アドバタイズ、自動 MDI-X
RX_ER 0 0

LED_2 0 0

RX_DV 0 0 ポート ミラーリングが無効

2.12.2.3 RJ45 コネクタでの LED 表示

AM263Px 制御カードには、AM263Px SoC の PRU0 の ICSSM ポート用に RJ45 ネットワーク ポートが 1 つあります。

各 RJ45 コネクタには 2 色 LED が 2 つあり、リンクとアクティビティを示すために使用されます。

• ICSSM PRU0 ポートの RJ45 コネクタ LED 表示：

表 2-18. ICSSM PRU1 RJ45 コネクタの LED 表示

LED 色 表示

右の LED
緑 イーサネット PHY 電源が確立

黄 10BT 速度でリンク確立

左の LED
緑 リンク OK

黄 1000BT 速度でリンク確立

2.12.2.4 イーサネット アドオン ボード コネクタ

AM263Px 制御カードは、信号のルーティング方法に応じて、RGMII 信号の 1 ポートと、PRU-ICSS の PRU0 コアまた

は PRU-ICSS の PRU1 コアのいずれかを使用して、48 ピンのシールド コネクタに接続します (セクション 2.12.2.1 を参

照)。互換性のある TI イーサネット アドオン ボードを制御カードに接続して、AM263Px SoC で産業用または車載用イー

サネット機能を実現できます。
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表 2-19. イーサネット アドオン ボード コネクタのピン配置

ピン番号 信号 説明 説明 信号 ピン番号

1 GND グランド PMIC 外部電圧モニタ EXT_VMON2 2

3 ICSSM_MII0/
MII1_TXCLK_ADD

送信クロック 2.5V 電源 VDD_2V5 4

5 GND グランド 2.5V 電源 VDD_2V5 6

7 ICSSM_MII0/
MII1_TXD0_ADD

送信データ 0 グランド GND 8

9 ICSSM_MII0/
MII1_TXD1_ADD

送信データ 1 イーサネット PHY への割り

込み

ICSSM2_PWDN/INTn 10

11 ICSSM_MII0/
MII1_TXD2_ADD

送信データ 2 イーサネット PHY へのリセ

ット入力

ICSSM2_RESETn 12

13 ICSSM_MII0/
MII1_TXD3_ADD

送信データ 3 衝突検出 ICSSM_MII0/
MII1_COL_ADD

14

15 GND グランド グランド GND 16

17 GND グランド グランド GND 18

19 ICSSM_MII0/
MII1_RXCLK_ADD

受信クロック MDIO クロック PR0_MDIO0_MDC_ADD 20

21 GND グランド MDIO データ PR0_MDIO0_MDIO_AD
D

22

23 ICSSM_MII0/
MII1_RXD0_ADD

受信データ 0 グランド GND 24

25 ICSSM_MII0/
MII1_RXD1_ADD

受信データ 1 インヒビット (抑止) ICSSM_INH 26

27 ICSSM_MII0/
MII1_RXD2_ADD

受信データ 2 PRUx リファレンス クロック PR0_PRU1_REF_CLK 28

29 ICSSM_MII0/
MII1_RXD3_ADD

受信データ 3 搬送波検知 ICSSM_MII0/
MII1_CRS_ADD

30

31 GND グランド グランド GND 32

33 GND グランド グランド GND 34

35 ICSSM_MII0/
MII1_TXEN_ADD

送信の有効化 ボード接続の検出 ICSSM_BRD_CONN_DE
T

36

37 ETH_EEPROM_A2 EEPROM I2C アドレス ビ
ット [2]

IEEE 1588 SFD 1588_SFD 38

39 ICSSM_MII0/
MII1_RXER_ADD

受信データ エラー I2C クロック I2C0_SCL 40

41 GND グランド I2C データ I2C0_SDA 42

43 ICSSM_MII0/
MII1_RXLINK_ADD

受信インジケータ IO 電圧電源 VDDIO 44

45 ICSSM_MII0/
MII1_RXDV_ADD

受信データ有効 IO 電圧電源 VDDIO 46

47 ETH_EEPROM_A0 EEPROM I2C アドレス ビ
ット [0]

オーディオ ビット クロック GPIO_2/CLKOUT 48

互換性のあるイーサネット アドオン ボードを以下に示します。
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• DP83826-EVM-AM2 産業用イーサネット アドオン ボード

• DP83TG720-EVM-AM2 車載用イーサネット アドオン ボード

TMDSCNCD263P でのイーサネット アドオン ボード使用の詳細については、上記のツール ページをご覧ください。
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2.12.3 I2C

AM263Px 制御カードは、3 つの AM263Px SoC I2C (Inter-Integrated Circuit) ポートを使用し、さまざまなターゲットの

コントローラとして動作します。通信を有効にするためには、I2C のデータおよびクロック ラインはすべて、3.3V の IO 電
圧電源にプルアップすることが重要です。

図 2-23. I2C インスタンス ツリー

表 2-20. I2C アドレッシング

ターゲット

I2C インスタ

ンス I2C アドレス ビットの説明 デバイス設定 CC 構成 I2C アドレス

基板 ID EEPROM I2C0 デバイス アドレスの最初の 4 ビットは 1010 に設定さ

れ、次の 2 ビットは A2 ピンと A1 ピンによって設定さ

れます。7 番目のビット a16 は最上位内部アドレス ビ
ットです

0b10110[A2][A1][a16]
A1/A2 はグランドに接続

されています

0b1010000 0x50

イーサネット アドオン ボ
ード EEPROM

I2C0 デバイス アドレスの最初の 4 ビットは 1010 で、次の 

3 ビットは A2、A1、A0 ピンによって決定されます。

0b1010[A2][A1]
[A0]A2/A0 はグランドに

接続されています。A1 は
イーサネット アドオン ボ
ード上でプルアップされま
す

0b1010010 0x52

GPIO エクスパンダ I2C2 ターゲット アドレスの最初の 6 ビットは 010000 に設

定され、次のビットは IO エクスパンダのアドレス ピン

によって決定されます

0b010000[ADDR]
ADDR ピンはグランドに

接続されています

0b0100000 0x20

BOOTMODE IO エクス

パンダ

I2C2/
I2C1_TA

ターゲット アドレスの最初の 6 ビットは 010000 に設

定され、次のビットは IO エクスパンダのアドレス ピン

によって決定されます

0b010000[ADDR]
ADDR ピンを 3.3V IO 電
源に接続

0b0100001 0x21

電流監視 I2C2 ターゲット アドレスの最初の 3 ビットは 100 で、次の 

4 ビットは、A1 と A0 に何が接続されているかによっ

て決定されます

デバイスのデータシートの
アドレス ピン表を参照して

ください。

0b1000000 0x40

電流監視 I2C2 ターゲット アドレスの最初の 3 ビットは 100 で、次の 

4 ビットは、A1 と A0 に何が接続されているかによっ

て決定されます

デバイスのデータシートの
アドレス ピン表を参照して

ください。

0b1000001 0x41

温度センサ I2C2 型番 TMP411Ax の場合、1001100 の固定値です 該当なし 0b1001100 0x4C

ハードウェア www.ti.com/ja-jp

36 AM263Px 制御カードの評価基板 JADU035D – OCTOBER 2023 – REVISED JANUARY 2026
資料に関するフィードバック (ご意見やお問い合わせ) を送信

English Document: SPRUJ86
Copyright © 2026 Texas Instruments Incorporated

https://www.ti.com/lit/pdf/SLYS021
https://www.ti.com/lit/pdf/SLYS021
https://www.ti.com/jp
https://www.ti.com/jp/lit/pdf/JADU035
https://www.ti.com/feedbackform/techdocfeedback?litnum=JADU035D&partnum=AM263P1,
https://www.ti.com/lit/pdf/SPRUJ86


表 2-20. I2C アドレッシング (続き)

ターゲット

I2C インスタ

ンス I2C アドレス ビットの説明 デバイス設定 CC 構成 I2C アドレス

LED ドライバ I2C2 ターゲット アドレスの最初の 4 ビットは 1100 で、次の 

3 ビットは A2、A1、A0 によって決定されます

0b1100[A2][A1][A0]
A2/A1/A0 はすべてグラ

ンドに接続されています

0b1100000 0x60

注
下線付きのアドレス ビットは、デバイス アドレッシングに基づいて固定されており、構成できません。

2.12.4 産業用アプリケーションの LED

AM263Px 制御カードは、産業用通信 LED に使用する LED ドライバ (TPIC2810D) を搭載しています。ドライバは 8 つ
の緑色の LED に接続されており、I2C アドレスは 0x60 です。

図 2-24. 産業用アプリケーション LED ドライバ

2.12.5 SPI

AM263Px 制御カードは、AM263Px SoC の 2 つの SPI インスタンス (SPI0、SPI1) を HSEC 180 ピン コネクタにマッピ

ングします。各 SPI クロック信号について、SoC の近くに直列終端抵抗を配置します。

PMIC と HSEC コネクタとの間で SPI1 をルーティングする 4 チャネル FET スイッチがあります。この FET スイッチには、

IO エクスパンダの SPI1_MUX_SEL で駆動される選択ラインがあります。また、選択ラインには外部プルダウン抵抗があ

るため、SPI 信号用の PMIC ルーティングがデフォルト状態になります。
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図 2-25. SPI

2.12.6 UART

AM263Px 制御カードは、端末アクセス用の USB2.0 - UART ブリッジとして XDS110 を使用します。AM263Px SoC の 

UART0 送信および受信信号は、3.3V IO 電圧電源 (VSYS_3V3C) から 3.3V XDS 電源に変換するためのデュアル チ
ャネル絶縁バッファ (ISO7221CDR) を使用して XDS110 にマッピングされています。XDS110 は、USB 2.0 信号用に 

micro-B USB コネクタに接続されています。過渡電圧抑制デバイス (TPD4E004DRYR) により、USB 2.0 信号への 

ESD 保護が提供されています。micro-B USB コネクタの VBUS 5V 電源は、低ドロップアウト レギュレータ 

(TPS79601DRBR) にマッピングされ、3.3V XDS 電源を生成します。XDS110 には個別の 3.3V 電源があるため、制御

カードへの電源が切り離されても、エミュレータは接続を維持できます。

図 2-26. UART-USB ブリッジ、エミュレーション用

制御カードは、送信信号と受信信号を AM263Px SoC から HSEC コネクタにマッピングした、追加の UART1 および 

UART2 インスタンスをサポートしています。UART1 を使用するには、1:2 マルチプレクサの選択ラインを High にする必

要があります。選択ラインは、IO エクスパンダから供給される GPIO 信号 (LIN_MUX_SEL) によって駆動されます。

UART2 を使用するには、1:2 マルチプレクサの選択ラインを High にする必要があります。選択ラインは、IO エクスパン

ダから供給される GPIO 信号 (UART2_MUX_SEL) によって駆動されます。

表 2-21. UART マルチプレクサ選択ロジック

インスタンス 選択 条件 機能

UART1
Low LIN を選択 A → B1

High HSEC UART1 を選択 A → B2
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表 2-21. UART マルチプレクサ選択ロジック (続き)
インスタンス 選択 条件 機能

UART2
Low SOC_INTn/USER_LED0 を選択 A → B1

High HSEC UART2 を選択 A → B2

図 2-27. UART 1:2 マルチプレクサから HSEC への接続

2.12.7 MCAN

この制御カードには、AM263Px SoC の MCAN4 インターフェイスに接続されているシングル MCAN トランシーバ 

(TCAN1024H-Q1) が搭載されています。AM263Px SoC の MCAN5 インターフェイスは、HSEC コネクタに直接マッピ

ングされます。

図 2-28. MCAN トランシーバ

MCAN トランシーバには 3 つの電源入力があり、VIO はトランシーバの I/O レベル シフト電源電圧、VCC はトランシー

バの 5V 電源電圧、VSUP は 12V の電源電圧です。SoC CAN データ送信データ入力はトランシーバの TXD にマッピ

ングされ、トランシーバの CAN 受信データ出力は SoC の MCAN RX 信号にマッピングされます。トランシーバの近くに

直列終端抵抗が配置されます。
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スタンバイ制御信号は、IO エクスパンダから供給される GPIO 信号です。STB 制御入力はアクティブ "High" であり、弱

い内部プルアップが原因でデフォルトのスタンバイ モードになるのを防ぐため、プルダウン抵抗を使用してトランシーバを

通常モードで動作させることができます。

EMI 性能を向上させるために、本システムでは CANH 信号と CANL 信号には 120Ω の分割終端を施しています。分割

終端は、メッセージ送信の開始時と終了時のバス同相電圧の変動を排除することで、ネットワークの電磁放射の挙動を改
善します。

low レベルと high レベルの CAN バス入出力ラインは、3 ピン ヘッダで終端されています。

MCAN 信号は、1:2 信号ルーティング マルチプレクサを経由します。マルチプレクサの選択ラインにはプルダウン抵抗が

あるため、MCAN 信号ルーティングがデフォルト設定となります。

表 2-22. MCAN および FSI マルチプレクサ

選択 条件 機能

Low MCAN 信号を選択 A → B1

High (デフォルト) FSI 信号を選択 A → B2
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2.12.8 FSI

AM263Px 制御カードは、SoC 信号を 10 ピン ヘッダに終端することで、高速シリアル インターフェイスをサポートしてい

ます。インターフェイスには、受信信号と送信信号の両方に対応する 2 本のデータ ラインとクロック ラインがあります。ヘッ

ダは、3.3V の IO 電圧電源 (VSYS_3V3_LDO1) に接続されています。

FSI 信号は、1:2 信号ルーティング マルチプレクサを経由します。マルチプレクサの選択ラインにはプルアップ抵抗があ

るため、FSI 信号ルーティングがデフォルト設定となります。MCAN4 および MCAN5 を使用するには、IO エクスパンダの 

FSI_MUX_SEL GPIO をロジック "Low" 出力として構成する必要があります。

表 2-23. MCAN および FSI マルチプレクサ

選択 条件 機能

Low MCAN 信号を選択 A → B1

High (デフォルト) FSI 信号を選択 A → B2

図 2-29. FSI ヘッダー

2.12.9 JTAG

AM263Px 制御カードには、XDS110 クラスのオンボード エミュレータが搭載されています。この制御カードには、

AM263Px SoC からの JTAG 信号を HSEC コネクタにマッピングするオプションもあります。

図 2-30. JTAG
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DIP スイッチ (SW1) は、AM263Px SoC JTAG 信号のパスを決定する 1:2 マルチプレクサ (SN74CB3Q3257PWR) の
選択ラインを駆動するために使用されます。

図 2-31. JTAG パス スイッチ

制御カードには、XDS110 エミュレーションに必要な回路がすべて搭載されています。エミュレータは、USB 2.0 micro-B 
コネクタを使用して、UART-USB ブリッジから生成された USB 2.0 信号とのインターフェイスを確立します。コネクタから

の VBUS 電源はエミュレーション回路の電源として使用されているため、制御カードの電源が切り離されてもエミュレータ

への接続が失われることはありません。

XDS110 は、2 つの電源ステータス LED を制御します。詳細については、セクション 2.3.2 を参照してください。

2.12.10 テスト オートメーション ヘッダー

AM263Px 制御カードは 40 ピンのテスト オートメーション ヘッダに対応しており、パワーダウン、PORz、ウォーム リセッ

ト、ブートモード制御などの基本動作を外部コントローラによって操作できます。

図 2-32. テスト オートメーション ヘッダー
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テスト オートメーション回路は、専用の 3.3V 電源 (VSYS_TA_3V3) から電力を供給されます。この電源は、5V から 

3.3V への降圧レギュレータ (TPS62177DQCR) によって生成されます。

AM263Px SoC I2C2 インスタンスは、テスト オートメーション ヘッダとブートモード IO エクスパンダ (TCA6408ARGTR) 
の両方に接続されています。

表 2-24 に、テスト オートメーション用 GPIO のマッピングを示します。

表 2-24. テスト オートメーション ヘッダの GPIO マッピング

信号名 説明 方向

TA_POWERDOWN ロジック "Low" のとき、DC/DC 変換の最初の段で使用する 3.3V 降圧レギュレータ 

(TPS62913RPUR) が無効化されます。
出力

TA_PORZn ロジック "Low" のとき、PMOS V_GS がゼロ未満であるため PORz 信号を接地し、MAIN ドメ

インへのパワーオン リセットが生成されます。
出力

TA_RESETz ロジック "Low" のとき、PMOS V_GS がゼロ未満であるため WARMRESETn 信号を接地し、

MAIN ドメインへのウォーム リセットが生成されます。
出力

TA_GPIO1 ロジック "Low" のとき、PMOS V_GS がゼロ未満であるため INTn 信号を接地し、SoC への割

り込みが生成されます。
出力

TA_GPIO3 ロジック "Low" のとき、ブートモード バッファの出力イネーブルが無効化されます。 出力

TA_GPIO4 ブートモード IO エクスパンダ (TCA6408ARGTR) のリセット信号。 出力

2.12.11 LIN

AM263Px 制御カードは、3 ピン ヘッダの 2 番目のピンに LIN バスを出力する LIN トランシーバ (TLIN2029-Q1) を使

用することで、ローカル相互接続ネットワーク通信をサポートしています。

図 2-33. LIN PHY

LIN の送信信号および受信信号は、AM263Px 内部で、UART1 の送信信号および受信信号と多重化されています。内

部が多重化されているため、外部では 1:2 マルチプレクサ (SN74CB3Q3257PWR) が使用されており、その選択ライン

は GPIO エクスパンダによって駆動されます。

表 2-25. LIN マルチプレクサ選択ロジック

選択ロジック 条件 機能

Low LIN を選択 A → B1

High HSEC UART を選択 A → B2

www.ti.com/ja-jp ハードウェア

JADU035D – OCTOBER 2023 – REVISED JANUARY 2026
資料に関するフィードバック (ご意見やお問い合わせ) を送信

AM263Px 制御カードの評価基板 43

English Document: SPRUJ86
Copyright © 2026 Texas Instruments Incorporated

https://www.ti.com/jp
https://www.ti.com/jp/lit/pdf/JADU035
https://www.ti.com/feedbackform/techdocfeedback?litnum=JADU035D&partnum=AM263P1,
https://www.ti.com/lit/pdf/SPRUJ86


AM263Px SoC には LIN RX 信号用のプルアップが内蔵されていないため、プロセッサの I/O 電源電圧に外部プルアッ

プ抵抗が必要です。

AM263Px 制御カードは、LIN トランシーバの電圧電源を制御するための双極単投スイッチ (SW4) を内蔵しています。

表 2-26. LIN スイッチ ロジック

LIN 電圧スイッチの位置 電圧電源を選択

ピン 1-2 VMAIN、USB-C 接続または HSEC 電源接続からの 5V 電源出力。

ピン 2-3 VBAT_LIN、2 ピン ヘッダのピン 1 からの外部電圧電源

また、LIN ノード アプリケーションを駆動する単極投スイッチ (SW5) も内蔵されています。

表 2-27. LIN ノード アプリケーション スイッチ

LIN ノード アプリケーション スイッチの位置 LIN ノード アプリケーション

ピン 1 デバイス ノード アプリケーション

ピン 2 コントローラ ノード アプリケーション

I/O 電圧電源が立ち上がると、LIN トランシーバが通常動作モードになるように、制御カードが LIN トランシーバのイネー

ブル ピンをプルアップします。

2.12.12 MMC

AM263Px 制御カードには、AM263Px SoC の MMC0 インスタンスにマッピングされる microSD カード インターフェイス

があります。

図 2-34. microSD コネクタ インターフェイス

ロード スイッチ (TPS22918DBVR) は、マイクロ SD カード コネクタへの電力供給に使用します。このロード スイッチは、

リセット時にカードのパワー サイクルを行うために、WARMRESETn と GPIO_uSD_PWR_EN の間における 2 入力 

AND ゲートの出力によって駆動されます。ロード スイッチでは、クイック出力放電 (QOD) を使用して、リセット時に電源電

圧が公称値の 10% 未満に達することを確認します。

MMC 信号に対するインライン ESD 保護機能は、6 チャネル過渡電圧サプレッサ デバイス (TPD6E001RSER) として搭

載されています。

SD カード コネクタの書き込み保護 (WP) 信号とカード検出 (CD) 信号は、3.3V IO 電圧電源にプルアップされます。

MMC クロック信号には直列終端抵抗が搭載されています。
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2.12.13 ADC および DAC

AM263Px 制御カードは、AM263Px SoC にマッピングされ、HSEC コネクタに終端された 24 の ADC 信号チャネルを

サポートしています。すべての ADC 信号は ESD 保護されています (TPD4E001DBVR)。

図 2-35. ADC HSEC の接続
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HSEC コネクタとの間における ADC 信号のパスを決定する 2 つのマルチプレクサ (TMUX1136DQAR) があります。

表 2-28. ADC マルチプレクサ選択ロジック

マルチプレクサ選択信号 条件 機能 説明

ADC1_MUX_SEL

SEL 信号が High
S1A → D1 HSEC_ADC0_AIN0 を選択

S2A → D2 HSEC_ADC0_AIN1 を選択

SEL 信号が Low
S1B → D1 HSEC_DAC_OUT を選択

S2B → D2 HSEC_DAC_OUT を選択

ADC2_MUX_SEL

SEL 信号が High
S1A → D1 HSEC_ADC4_AIN0 を選択

S2A → D2 HSEC_ADC4_AIN1 を選択

SEL 信号が Low
S1B → D1 ADC_CAL0 を選択

S2B → D2 ADC_CAL1 を選択

ADC および DAC のリファレンス電圧を構成するために使用される 3 つのスイッチがあります。

図 2-36. ADC スイッチのルーティング

• VREF スイッチ (SW7) は単極双投スイッチで、ADC と DAC に使用する 1.8V リファレンスを制御します。

表 2-29. VREF スイッチ

VREF スイッチの位置 リファレンスの選択

ピン 1-2 オンボードの 1.8V リファレンス (REF3318AIDBZT)

ピン 2-3 HSEC VREF
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• DAC VREF スイッチ (SW8) は、AM263Px SoC の DAC VREF 入力を制御する単極双投スイッチです。

表 2-30. DAC VREF スイッチ

DAC VREF スイッチの位置 リファレンスの選択

ピン 1-2 AM263Px オンダイ LDO

ピン 2-3 VREF スイッチの出力

• ADC VREF スイッチ (SW9) は、AM263Px SoC の ADC VREF 入力を制御する 2 つの単極双投スイッチを内蔵し

ています。

注
AM263Px MCU+ SDK ADC サンプルを適切に機能させるには、SW9.1 をピン 1-2 の位置にし、SW9.2 をピ

ン 4-5 の位置にする必要があります。

表 2-31. ADC VREF スイッチ

ADC VREF スイッチの位置 リファレンスの選択

ピン 1-2 開 - リファレンスを AM263Px オンダイ LDO リファレンスにすることができる

ピン 2-3 VREF スイッチの出力

ピン 4-5 開 - リファレンスを AM263Px オンダイ LDO リファレンスにすることができる

ピン 5-6 VREF スイッチの出力
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2.13 HSEC のピン配置とピンマルチプレクサ マッピング

表 2-32 に、180 高速エッジ コネクタのピン配置と、各ピンで使用可能なすべてのピンマルチプレクサ オプションを示します。表 2-33 に、すべての AM263Px ボー

ルと、各ボールで使用可能なピンマルチプレクサ モード オプションを示します。

表 2-32. HSEC のピン配置
ピン
番
号

ボー
ル

パッケージ信号名 多重化信号オプション 多重化信号オプション 信号パッケージ名 ボー
ル

ピン
番
号

1 NC NC NC NC 2

3 D5 HSEC_TMS TMS NC NC 4

5 B3 HSEC_TCK TCK TDO HSEC_TDO C4 6

7 GND GND TDI HSEC_TDI C5 8

9 V15/ 
T5

HSEC_ADC0_AIN0/
DAC_OUT

HSEC_ADC0_AIN0/DAC_OUT GND GND 10

11 U15/ 
T5

HSEC_ADC0_AIN1/
DAC_OUT

HSEC_ADC0_AIN1/DAC_OUT ADC1_AIN0 ADC1_AIN0 T11 12

13 GND GND ADC1_AIN1 ADC1_AIN1 U11 14

15 T14 ADC0_AIN2 ADC0_AIN2 GND GND 16

17 U14 ADC0_AIN3 ADC0_AIN3 ADC1_AIN2 ADC1_AIN2 T12 18

19 GND GND ADC1_AIN3 ADC1_AIN3 V12 20

21 U13 ADC0_AIN4 ADC0_AIN4 GND GND 22

23 R14 ADC0_AIN5 ADC0_AIN5 ADC1_AIN4 ADC1_AIN4 U12 24

25 U6/ 
U16

ADC4_AIN0/ADC_CAL0 ADC4_AIN0/ADC_CAL0 ADC1_AIN5 ADC1_AIN5 R12 26

27 V5/T
15

ADC4_AIN1/ADC_CAL1 ADC4_AIN1/ADC_CAL1 ADC3_AIN0/ADC_R0_AIN2 ADC3_AIN0/
ADC_R0_AIN2

U7/ 
U18

28

29 GND GND ADC3_AIN1/ADC_R0_AIN3 ADC3_AIN1/
ADC_R0_AIN3

U8/ 
T17

30

31 R10/ 
R16

ADC2_AIN0/
ADC_R1_AIN0

ADC2_AIN0/ADC_R1_AIN0 GND GND 32

33 T10/ 
R18

ADC2_AIN1/
ADC_R1_AIN1

ADC2_AIN1/ADC_R1_AIN1 ADC3_AIN2/ADC_R1_AIN2 ADC3_AIN2/
ADC_R1_AIN2

T7/ 
P18

34

35 GND GND ADC3_AIN3/ADC_R1_AIN3 ADC3_AIN3/
ADC_R1_AIN3

R7/ 
P17

36

37 U10 ADC2_AIN2 ADC2_AIN2 GND GND 38

39 T9 ADC2_AIN3 ADC2_AIN3 ADC3_AIN4 ADC3_AIN4 V8 40

41 NC NC ADC3_AIN5 ADC3_AIN5 U9 42

43 GND GND NC NC 44

45 HSEC_VREF_3V3 HSEC_VREF_3V3 GND GND 46

47 GND GND HSEC_5V0 HSEC_5V0 48

49 B2 EPWM0_A EPWM0_A、GPIO43 EPWM2_A、GPIO47、EPWM2_A EPWM2_A C2 50

51 B1 EPWM0_B EPWM0_B、GPIO44 EPWM2_B、GPIO48、EPWM2_B EPWM2_B C1 52

53 D3 EPWM1_A EPWM1_A、GPIO45 EPWM3_A、GPIO49、EPWM3_A EPWM3_A E2 54

55 D2 EPWM1_B EPWM1_B、GPIO46、EPWM4_B EPWM3_B、GPIO50、EPWM6_A EPWM3_B E3 56

57 D1 EPWM4_A EPWM4_A、GPIO51 EPWM6_A、SPI5_D0、FSIRX1_CLK、GPIO55、EPWM3_B EPWM6_A E1 58

59 E4 EPWM4_B EPWM4_B、FSITX1_CLK、GPIO52、EPWM1_B EPWM6_B、SPI5_D1、FSIRX1_D0、GPIO56、EPWM6_B EPWM6_B F3 60
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表 2-32. HSEC のピン配置 (続き)
ピン
番
号

ボー
ル

パッケージ信号名 多重化信号オプション 多重化信号オプション 信号パッケージ名 ボー
ル

ピン
番
号

61 F2 EPWM5_A EPWM5_A、SPI5_CS0、FSITX1_D0、GPIO53 EPWM7_A、SPI6_CS0、FSIRX1_D1、GPIO57、EPWM7_A EPWM7_A F4 62

63 G2 EPWM5_B EPWM5_B、SPI5_CLK、FSITX1_D1、GPIO54、EPWM8_B EPWM7_B、SPI6_CLK、GPIO58、EPWM5_B EPWM7_B F1 64

65 GND GND NC NC 66

67 C10 SPI0_D0 SPI0_D0、FSITX0_D0、GPIO13、CHANNEL2 PR0_PRU1_GPIO19、UART3_RXD、PR0_IEP0_EDC_SYNC_OUT0、TRC_CLK、

XBAROUT13、GPIO119、EQEP1_A
EQEP1_A D15 68

69 B11 SPI0_D1 SPI0_D1、FSITX0_D1、GPIO14、CHANNEL3 PR0_PRU1_GPIO18、UART3_TXD、PR0_IEP0_EDIO_DATA_IN_OUT31、

TRC_CTL、XBAROUT14、GPIO120、EQEP1_B
EQEP1_B C15 70

71 A11 SPI0_CLK SPI0_CLK、UART3_TXD、LIN3_TXD、FSITX0_CLK、GPIO12、CHANNEL1 CLKOUT1、GPIO122、SDFM0_CLK0、EQEP1_STROBE EQEP1_STROBE B16 72

73 C11 SPI0_CS0 SPI0_CS0、UART3_RXD、LIN3_RXD、GPIO11、CHANNEL0 EXT_REFCLK0、XBAROUT15、GPIO121、EQEP1_INDEX EQEP1_INDEX P2 74

75 B10 SPI1_D0 SPI1_D0、UART5_TXD、XBAROUT3、FSIRX0_D0、GPIO17、CHANNEL6 LIN1_RXD、UART1_RXD、SPI2_CS0、OSPI_ECC_FAIL、XBAROUT5、GPIO19、
OSPI_RESET_OUT1

UART1_RXD A9 76

77 D9 SPI1_D1 SPI1_D1、UART5_RXD、XBAROUT4、FSIRX0_D1、GPIO18、CHANNEL7 LIN1_TXD、UART1_TXD、SPI2_CLK、OSPI_RESET_OUT0、XBAROUT6、
GPIO20

UART1_TXD B9 78

79 A10 SPI1_CLK SPI1_CLK、UART4_RXD、LIN4_RXD、XBAROUT2、FSIRX0_CLK、GPIO16、
CHANNEL5

EPWM10_A、UART1_CTSn、SPI7_D0、MCAN5_RX、FSIRX2_D0、GPIO63、
EPWM7_B

MCAN5_RX G4 80

81 C9 SPI1_CS0 SPI1_CS0、UART4_TXD、LIN4_TXD、XBAROUT1、GPIO15、CHANNEL4 EPWM10_B、UART2_RTSn、SPI7_D1、MCAN5_TX、OSPI_RESET_OUT0、

FSIRX2_D1、GPIO64、EPWM10_B
MCAN5_TX J3 82

83 GND GND HSEC_5V0 HSEC_5V0 84

85 C8 I2C1_SDA I2C1_SDA、SPI3_CLK、XBAROUT8、GPIO24 EPWM11_A、UART2_CTSn、OSPI_ECC_FAIL、MCAN6_RX、

OSPI_RESET_OUT1、OSPI_CSn0、GPIO65
EPWM11_A H1 86

87 D7 I2C1_SCL I2C1_SCL、SPI3_CS0、XBAROUT7、GPIO23 NC NC 88

89 L17 EPWM21_A PR0_MDIO0_MDIO、EPWM21_A、GPIO85、EPWM21_A PR0_MDIO0_MDC、EPWM21_B、GPIO86、EPWM21_B EPWM21_B L18 90

91 D14 SDFM0_D0 PR0_ECAP0_APWM_OUT、GPIO123、SDFM0_D0 I2C0_SDA、GPIO134、EQEP2_A、SDFM1_CLK2 EQEP2_A B13 92

93 A13 EQEP2_B I2C0_SCL、GPIO135、EQEP2_B、SDFM1_CLK3 MCAN2_RX、UART2_RTSn、GPIO137、EQEP2_INDEX、SDFM1_D3 EQEP2_INDEX A12 94

95 B12 EQEP2_STROBE MCAN2_TX、UART1_RTSn、GPIO136、EQEP2_STROBE、SDFM1_D2 NC NC 96

97 GND GND MDIO0_MDIO、GPIO41 HSEC_GPIO N16 98

99 D13 SDFM0_D1 PR0_PRU1_GPIO17、UART5_CTSn、PR0_IEP0_EDIO_DATA_IN_OUT30、

GPIO125、SDFM0_D1
UART4_CTSn、SPI4_CS0、GPIO131、EQEP0_B、SDFM1_D0 EQEP0_B A14 100

101 A16 SDFM0_CLK1 PR0_PRU1_GPIO7、CPTS0_TS_SYNC、UART5_RTSn、

PR0_IEP0_EDC_SYNC_OUT1、I2C3_SDA、GPIO124、SDFM0_CLK1
UART4_RTSn、SPI4_CLK、GPIO130、EQEP0_A、SDFM1_CLK0 EQEP0_A B14 102

103 C13 SDFM0_D2 UART5_RXD、GPIO127、SDFM0_D2、CHANNEL0 UART4_TXD、LIN4_TXD、SPI4_D0、GPIO132、EQEP0_STROBE、

SDFM1_CLK1、CHANNEL2
EQEP0_STROBE C12 104

105 B15 SDFM0_CLK2 UART5_TXD、I2C3_SCL、GPIO126、SDFM0_CLK2、CHANNEL8 UART4_RXD、LIN4_RXD、SPI4_D1、GPIO133、EQEP0_INDEX、SDFM1_D1、
CHANNEL3

EQEP0_INDEX D11 106

107 C14 SDFM0_D3 MCAN3_RX、GPIO129、SDFM0_D3、CHANNEL1 PR0_PRU0_GPIO5、RMII2_RX_ER、MII2_RX_ER、EPWM22_A、GPIO87、
EPWM22_A

MII0_RXER G17 108

109 A15 SDFM0_CLK3 MCAN3_TX、UART5_RXD、GPIO128、SDFM0_CLK3、CHANNEL9 PR0_PRU0_GPIO9、PR0_UART0_CTSn、MII2_COL、EPWM22_B、GPIO88 MII0_COL F17 110

111 GND GND HSEC_5V0 HSEC_5V0 112

113 PMIC_SAFE_OUT1 PMIC_SAFE_OUT1 PMIC_WKUP1 PMIC_WKUP1 114

115 NC NC NC NC 116

117 VCC_5V0 VCC_5V0 HSEC_5V0 HSEC_5V0 118

119 VSYS_3V3_LDO1 VSYS_3V3_LDO1 PORz PORz 120
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表 2-32. HSEC のピン配置 (続き)
ピン
番
号

ボー
ル

パッケージ信号名 多重化信号オプション 多重化信号オプション 信号パッケージ名 ボー
ル

ピン
番
号

121 G18 ICSS_MII0_CRS PR0_PRU0_GPIO10、RMII2_CRS_DV、PR0_UART0_RTSn、MII2_CRS、

EPWM23_A、GPIO89、EPWM22_B
PR0_PRU0_GPIO8、EPWM23_B、GPIO90、EPWM29_A ICSS_MII0_RXLINK G15 122

123 K15 ICSS_MII0_RXCLK PR0_PRU0_GPIO6、RMII2_REF_CLK、RGMII2_RXC、MII2_RXCLK、

EPWM24_A、GPIO91、EPWM24_A
PR0_PRU0_GPIO4、RGMII2_RX_CTL、MII2_RXDV、EPWM24_B、GPIO92、

EPWM24_B
ICSS_MII0_RXDV K16 124

125 K17 ICSS_MII0_RXD0 PR0_PRU0_GPIO0、RMII2_RXD0、RGMII2_RD0、MII2_RXD0、EPWM25_A、

GPIO93、EPWM25_A
PR0_PRU0_GPIO1、RMII2_RXD1、RGMII2_RD1、MII2_RXD1、EPWM25_B、

GPIO94、EPWM25_B
ICSS_MII0_RXD1 K18 126

127 J18 ICSS_MII0_RXD2 PR0_PRU0_GPIO2、RGMII2_RD2、MII2_RXD2、EPWM26_A、GPIO95、
EPWM26_A

PR0_PRU0_GPIO3、RGMII2_RD3、MII2_RXD3、EPWM26_B、GPIO96、
EPWM26_B

ICSS_MII0_RXD3 J17 128

129 H18 ICSS_MII0_TXCLK PR0_PRU0_GPIO16、RGMII2_TXC、MII2_TXCLK、EPWM27_A、GPIO97、
EPWM27_A

PR0_PRU0_GPIO15、RMII2_TX_EN、RGMII2_TX_CTL、MII2_TX_EN、

EPWM27_B、GPIO98
ICSS_MII0_TXEN L16 130

131 M16 ICSS_MII0_TXD0 PR0_PRU0_GPIO11、RMII2_TXD0、RGMII2_TD0、MII2_TXD0、EPWM28_A、

GPIO99、EPWM28_A
PR0_PRU0_GPIO12、RMII2_TXD1、RGMII2_TD1、MII2_TXD1、EPWM28_B、

GPIO100、EPWM28_B
ICSS_MII0_TXD1 M15 132

133 H17 ICSS_MII0_TXD2 PR0_PRU0_GPIO13、RGMII2_TD2、MII2_TXD2、EPWM29_A、GPIO101、
EPWM27_B

PR0_PRU0_GPIO14、RGMII2_TD3、MII2_TXD3、EPWM29_B、GPIO102、
EPWM29_B

ICSS_MII0_TXD3 H16 134

135 GND GND NC NC 136

137 F15 ICSS_MII1_RXER PR0_PRU1_GPIO5、SPI5_CS0、TRC_DATA0、EPWM30_A、GPIO103、

CHANNEL6、EPWM30_A
PR0_PRU1_GPIO9、SPI5_CLK、PR0_UART0_RXD、TRC_DATA1、EPWM30_B、

GPIO104、CHANNEL7
ICSS_MII1_COL C18 138

139 D17 ICSS_MII1_CRS PR0_PRU1_GPIO10、SPI5_D0、PR0_UART0_TXD、TRC_DATA2、EPWM31_A、

GPIO105、RES0_PWMOUT0、EPWM31_A
PR0_PRU1_GPIO8、SPI5_D1、TRC_DATA3、EPWM31_B、GPIO106、

RES0_PWMOUT1、EPWM31_B
ICSS_MII1_RXLINK D18 140

141 E16 ICSS_MII1_RXCLK PR0_PRU1_GPIO6、MCAN0_RX、FSITX2_CLK、TRC_DATA4、GPIO107 PR0_PRU1_GPIO4、MCAN0_TX、FSITX2_D0、TRC_DATA5、GPIO108 ICSS_MII1_RXDV F16 142

143 F18 ICSS_MII1_RXD0 PR0_PRU1_GPIO0、MCAN1_RX、FSITX2_D1、TRC_DATA6、GPIO109、
EPWM23_A

PR0_PRU1_GPIO1、MCAN1_TX、FSIRX2_CLK、TRC_DATA7、GPIO110 ICSS_MII1_RXD1 G16 144

145 E17 ICSS_MII1_RXD2 PR0_PRU1_GPIO2、MCAN4_RX、FSIRX2_D0、TRC_DATA8、GPIO111 PR0_PRU1_GPIO3、MCAN4_TX、FSIRX2_D1、TRC_DATA9、GPIO112、
EPWM23_B

ICSS_MII1_RXD3 E18 146

147 C16 ICSS_MII1_TXCLK PR0_PRU1_GPIO16、MCAN5_RX、FSITX3_CLK、TRC_DATA10、GPIO113 PR0_PRU1_GPIO15、MCAN5_TX、FSITX3_D0、TRC_DATA11、GPIO114 ICSS_MII1_TXEN A17 148

149 B18 ICSS_MII1_TXD0 PR0_PRU1_GPIO11、MCAN6_RX、SPI6_CS0、FSITX3_D1、TRC_DATA12、

EPWM16_A、GPIO115
PR0_PRU1_GPIO12、MCAN6_TX、SPI6_CLK、FSIRX3_CLK、TRC_DATA13、

EPWM16_B、GPIO116
ICSS_MII1_TXD1 B17 150

151 D16 ICSS_MII1_TXD2 PR0_PRU1_GPIO13、MCAN7_RX、SPI6_D0、FSIRX3_D0、TRC_DATA14、

XBAROUT11、GPIO117、RES0_PWMOUT0
PR0_PRU1_GPIO14、MCAN7_TX、SPI6_D1、FSIRX3_D1、TRC_DATA15、

XBAROUT12、GPIO118、RES0_PWMOUT1
ICSS_MII1_TXD3 C17 152

153 K4 HSEC_EPWM13_A EPWM13_A、UART1_RIn、SPI7_CLK、OSPI_D3、GPIO69 EPWM13_B、UART1_DTRn、SPI7_D0、OSPI_ECC_FAIL、GPIO70、EPWM13_B EPWM13_B K3 154

155 NC NC NC NC 156

157 GND GND HSEC_5V0 HSEC_5V0 158

159 NC NC NC NC 160

161 B8 UART2_RXD LIN2_RXD、UART2_RXD、SPI2_D0、GPIO21 LIN2_TXD、UART2_TXD、SPI2_D1、GPIO22 UART2_TXD A8 162

163 B6 HSEC_MMC0_CLK MMC_CLK、UART0_RXD、LIN0_RXD、MCAN0_RX、EPWM17_A、GPIO77、

SDFM1_CLK0、EPWM17_A
MMC_CMD、UART0_TXD、LIN0_TXD、MCAN0_TX、EPWM17_B、GPIO78、

SDFM1_D0、EPWM17_B
HSEC_MMC0_CMD A4 164

165 B5 HSEC_MMC0_D0 MMC_DAT0、UART2_RXD、I2C1_SCL、MCAN1_RX、EPWM18_A、GPIO79、

SDFM1_CLK1、EPWM18_A
MMC_DAT1、MCAN1_TX、EPWM18_B、GPIO80、SDFM1_D1、EPWM18_B HSEC_MMC0_D1 B4 166

167 A3 HSEC_MMC0_D2 MMC_DAT2、UART2_TXD、I2C1_SDA、MCAN4_RX、EPWM19_A、GPIO81、

SDFM1_CLK2、EPWM19_A
MMC_DAT3、UART3_RTSn、MCAN4_TX、EPWM19_B、GPIO82、SDFM1_D2、

EPWM19_B
HSEC_MMC0_D3 A2 168

169 C6 HSEC_MMC0_WP MMC_SDWP、UART0_RTSn、I2C2_SCL、MCAN5_RX、EPWM20_A、GPIO83、

SDFM1_CLK3、EPWM20_A
MMC_SDCD、UART0_CTSn、I2C2_SDA、MCAN5_TX、EPWM20_B、GPIO84、

SDFM1_D3、EPWM20_B
HSEC_MMC0_SDCD A5 170

171 PMIC_COMP2_IN+ PMIC_COMP2_IN+ NC PMIC_WKUP2 172

173 PMIC_COMP2_IN- PMIC_COMP2_IN- NC NC 174
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表 2-32. HSEC のピン配置 (続き)
ピン
番
号

ボー
ル

パッケージ信号名 多重化信号オプション 多重化信号オプション 信号パッケージ名 ボー
ル

ピン
番
号

175 PMIC_COMP1_IN+ PMIC_COMP1_IN+ NC NC 176

177 PMIC_COMP1_IN- PMIC_COMP1_IN- PMIC_SAFE_OUT2 PMIC_SAFE_OUT2 178

179 GND GND HSEC_5V0 HSEC_5V0 180
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表 2-33. ピンマルチプレクサ マッピング表
ボール ピンリスト Mode0 Mode1 Mode2 Mode3 Mode4 Mode5 Mode6 Mode7 Mode8 Mode9 Mode10

P1 OSPI0_CSn0 OSPI0_CSn0 OSPI_D0 GPIO0

R3 OSPI0_CSn1 OSPI0_CSn1 MCAN5_TX SPI4_CS1 XBAROUT0 UART2_RTSn GPIO1 FSIRX2_D1 EPWM10_B

N2 OSPI0_CLK OSPI0_CLK MCAN7_RX SPI7_CS0 UART3_CTSn GPIO2 EPWM12_A

N1 OSPI0_D0 OSPI0_D0 MCAN7_TX SPI7_CLK UART1_DCDn GPIO3 EPWM12_B

N4 OSPI0_D1 OSPI0_D1 SPI7_D0 UART1_RIn GPIO4 EPWM13_A

M4 OSPI0_D2 OSPI0_D2 OSPI_D6 GPIO5

P3 OSPI0_D3 OSPI0_D3 OSPI_D4 GPIO6

M1 MCAN0_RX MCAN0_RX SPI4_CS0 OSPI_D4 OSPI_DQS GPIO7

L1 MCAN0_TX MCAN0_TX SPI4_CLK OSPI_D5 OSPI_D2 GPIO8

L2 MCAN1_RX MCAN1_RX SPI4_D0 OSPI_D6 OSPI_CLK GPIO9

K1 MCAN1_TX MCAN1_TX SPI4_D1 OSPI_D7 SPI7_D1 UART1_DTRn GPIO10 EPWM13_B

C11 SPI0_CS0 SPI0_CS0 UART3_RXD LIN3_RXD GPIO11 CHANNEL0

A11 SPI0_CLK SPI0_CLK UART3_TXD LIN3_TXD FSITX0_CLK GPIO12 CHANNEL1

C10 SPI0_D0 SPI0_D0 FSITX0_D0 GPIO13 CHANNEL2

B11 SPI0_D1 SPI0_D1 FSITX0_D1 GPIO14 CHANNEL3

C9 SPI1_CS0 SPI1_CS0 UART4_TXD LIN4_TXD XBAROUT1 GPIO15 CHANNEL4

A10 SPI1_CLK SPI1_CLK UART4_RXD LIN4_RXD XBAROUT2 FSIRX0_CLK GPIO16 CHANNEL5

B10 SPI1_D0 SPI1_D0 UART5_TXD XBAROUT3 FSIRX0_D0 GPIO17 CHANNEL6

D9 SPI1_D1 SPI1_D1 UART5_RXD XBAROUT4 FSIRX0_D1 GPIO18 CHANNEL7

A9 LIN1_RXD LIN1_RXD UART1_RXD SPI2_CS0 OSPI_ECC_FAIL XBAROUT5 GPIO19 OSPI_RESET_OU
T1

B9 LIN1_TXD LIN1_TXD UART1_TXD SPI2_CLK OSPI_RESET_O
UT0

XBAROUT6 GPIO20

B8 LIN2_RXD LIN2_RXD UART2_RXD SPI2_D0 GPIO21

A8 LIN2_TXD LIN2_TXD UART2_TXD SPI2_D1 GPIO22

D7 I2C1_SCL I2C1_SCL SPI3_CS0 XBAROUT7 GPIO23

C8 I2C1_SDA I2C1_SDA SPI3_CLK XBAROUT8 GPIO24

C7 UART0_RTSn UART0_RTSn I2C2_SCL SPI3_D0 MCAN3_TX XBAROUT9 GPIO25

B7 UART0_CTSn UART0_CTSn I2C2_SDA SPI3_D1 MCAN3_RX SPI0_CS1 XBAROUT10 GPIO26

A7 UART0_RXD UART0_RXD LIN0_RXD GPIO27

A6 UART0_TXD UART0_TXD LIN0_TXD GPIO28

R17 RGMII1_RXC RGMII1_RXC RMII1_REF_CLK MII1_RXCLK FSITX0_CLK GPIO29 EQEP2_A EPWM14_A

M18 RGMII1_TX_CTL RGMII1_TX_CTL RMII1_TX_EN MII1_TX_EN FSITX1_D0 GPIO36 EQEP0_STROBE EPWM15_B

P16 RGMII1_TD0 RGMII1_TD0 RMII1_TXD0 MII1_TXD0 FSITX1_D1 GPIO37 EQEP1_A EPWM15_A EPWM15_B

M17 MDIO0_MDC MDIO0_MDC GPIO42

B2 EPWM0_A EPWM0_A GPIO43 EPWM0_A

B1 EPWM0_B EPWM0_B GPIO44 EPWM0_B

D3 EPWM1_A EPWM1_A GPIO45 EPWM1_A

D2 EPWM1_B EPWM1_B GPIO46 EPWM4_B

C2 EPWM2_A EPWM2_A GPIO47 EPWM2_A

C1 EPWM2_B EPWM2_B GPIO48 EPWM2_B

E2 EPWM3_A EPWM3_A GPIO49 EPWM3_A
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表 2-33. ピンマルチプレクサ マッピング表 (続き)
ボール ピンリスト Mode0 Mode1 Mode2 Mode3 Mode4 Mode5 Mode6 Mode7 Mode8 Mode9 Mode10

E3 EPWM3_B EPWM3_B GPIO50 EPWM6_A

D1 EPWM4_A EPWM4_A GPIO51 EPWM4_A

E4 EPWM4_B EPWM4_B FSITX1_CLK GPIO52 EPWM1_B

F2 EPWM5_A EPWM5_A SPI5_CS0 FSITX1_D0 GPIO53 EPWM5_A

G2 EPWM5_B EPWM5_B SPI5_CLK FSITX1_D1 GPIO54 EPWM8_B

E1 EPWM6_A EPWM6_A SPI5_D0 FSIRX1_CLK GPIO55 EPWM3_B

F3 EPWM6_B EPWM6_B SPI5_D1 FSIRX1_D0 GPIO56 EPWM6_B

F4 EPWM7_A EPWM7_A SPI6_CS0 FSIRX1_D1 GPIO57 EPWM7_A

F1 EPWM7_B EPWM7_B SPI6_CLK GPIO58 EPWM5_B

G3 EPWM8_A EPWM8_A UART4_TXD I2C3_SDA SPI6_D0 FSITX2_CLK GPIO59 EPWM8_A

H2 EPWM8_B EPWM8_B UART4_RXD I2C3_SCL SPI6_D1 FSITX2_D0 GPIO60 EPWM9_B

G1 EPWM9_A EPWM9_A SPI7_CS0 MCAN4_RX FSITX2_D1 GPIO61 EPWM9_A

J2 EPWM9_B EPWM9_B UART1_RTSn SPI7_CLK MCAN4_TX FSIRX2_CLK GPIO62 EPWM11_B

G4 EPWM10_A EPWM10_A UART1_CTSn SPI7_D0 MCAN5_RX FSIRX2_D0 GPIO63 EPWM7_B

J3 EPWM10_B EPWM10_B UART2_RTSn SPI7_D1 MCAN5_TX OSPI_RESET_OU
T0

FSIRX2_D1 GPIO64 EPWM10_B

H1 EPWM11_A EPWM11_A UART2_CTSn OSPI_ECC_FAIL MCAN6_RX OSPI_RESET_OU
T1

OSPI_CSn0 GPIO65 EPWM11_A

J1 EPWM11_B EPWM11_B UART3_RTSn OSPI_RESET_OU
T0

MCAN6_TX OSPI_D1 GPIO66 EPWM12_B

K2 EPWM12_A EPWM12_A UART3_CTSn SPI4_CS1 MCAN7_RX OSPI_D5 GPIO67 EPWM12_A

J4 EPWM12_B EPWM12_B UART1_DCDn SPI7_CS0 MCAN7_TX OSPI_D7 GPIO68 EPWM10_A

K4 EPWM13_A EPWM13_A UART1_RIn SPI7_CLK OSPI_D3 GPIO69 EPWM13_A

K3 EPWM13_B EPWM13_B UART1_DTRn SPI7_D0 OSPI_ECC_FAIL GPIO70 EPWM13_B

L3 UART1_RXD UART1_RXD LIN1_RXD OSPI_LBCLKO EPWM16_A GPIO75 EPWM16_A

M3 UART1_TXD UART1_TXD LIN1_TXD OSPI_DQS EPWM16_B GPIO76 EPWM16_B

B6 MMC_CLK MMC_CLK UART0_RXD LIN0_RXD MCAN0_RX EPWM17_A GPIO77 SDFM1_CLK0 EPWM17_A

A4 MMC_CMD MMC_CMD UART0_TXD LIN0_TXD MCAN0_TX EPWM17_B GPIO78 SDFM1_D0 EPWM17_B

B5 MMC_DAT0 MMC_DAT0 UART2_RXD I2C1_SCL MCAN1_RX EPWM18_A GPIO79 SDFM1_CLK1 EPWM18_A

B4 MMC_DAT1 MMC_DAT1 MCAN1_TX EPWM18_B GPIO80 SDFM1_D1 EPWM18_B

A3 MMC_DAT2 MMC_DAT2 UART2_TXD I2C1_SDA MCAN4_RX EPWM19_A GPIO81 SDFM1_CLK2 EPWM19_A

A2 MMC_DAT3 MMC_DAT3 UART3_RTSn MCAN4_TX EPWM19_B GPIO82 SDFM1_D2 EPWM19_B

C6 MMC_SDWP MMC_SDWP UART0_RTSn I2C2_SCL MCAN5_RX EPWM20_A GPIO83 SDFM1_CLK3 EPWM20_A

A5 MMC_SDCD MMC_SDCD UART0_CTSn I2C2_SDA MCAN5_TX EPWM20_B GPIO84 SDFM1_D3 EPWM20_B

L17 PR0_MDIO0_MDIO PR0_MDIO0_MDIO EPWM21_A GPIO85 EPWM21_A

L18 PR0_MDIO0_MDC PR0_MDIO0_MDC EPWM21_B GPIO86 EPWM21_B

G17 PR0_PRU0_GPIO5 PR0_PRU0_GPIO5 RMII2_RX_ER MII2_RX_ER EPWM22_A GPIO87 EPWM22_A

F17 PR0_PRU0_GPIO9 PR0_PRU0_GPIO9 PR0_UART0_CT
Sn

MII2_COL EPWM22_B GPIO88

G18 PR0_PRU0_GPIO1
0

PR0_PRU0_GPIO1
0

RMII2_CRS_DV PR0_UART0_RT
Sn

MII2_CRS EPWM23_A GPIO89 EPWM22_B

G15 PR0_PRU0_GPIO8 PR0_PRU0_GPIO8 EPWM23_B GPIO90 EPWM29_A

K15 PR0_PRU0_GPIO6 PR0_PRU0_GPIO6 RMII2_REF_CLK RGMII2_RXC MII2_RXCLK EPWM24_A GPIO91 EPWM24_A
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表 2-33. ピンマルチプレクサ マッピング表 (続き)
ボール ピンリスト Mode0 Mode1 Mode2 Mode3 Mode4 Mode5 Mode6 Mode7 Mode8 Mode9 Mode10

K16 PR0_PRU0_GPIO4 PR0_PRU0_GPIO4 RGMII2_RX_CTL MII2_RXDV EPWM24_B GPIO92 EPWM24_B

K17 PR0_PRU0_GPIO0 PR0_PRU0_GPIO0 RMII2_RXD0 RGMII2_RD0 MII2_RXD0 EPWM25_A GPIO93 EPWM25_A

K18 PR0_PRU0_GPIO1 PR0_PRU0_GPIO1 RMII2_RXD1 RGMII2_RD1 MII2_RXD1 EPWM25_B GPIO94 EPWM25_B

J18 PR0_PRU0_GPIO2 PR0_PRU0_GPIO2 RGMII2_RD2 MII2_RXD2 EPWM26_A GPIO95 EPWM26_A

J17 PR0_PRU0_GPIO3 PR0_PRU0_GPIO3 RGMII2_RD3 MII2_RXD3 EPWM26_B GPIO96 EPWM26_B

H18 PR0_PRU0_GPIO1
6

PR0_PRU0_GPIO1
6

RGMII2_TXC MII2_TXCLK EPWM27_A GPIO97 EPWM27_A

L16 PR0_PRU0_GPIO1
5

PR0_PRU0_GPIO1
5

RMII2_TX_EN RGMII2_TX_CTL MII2_TX_EN EPWM27_B GPIO98

M16 PR0_PRU0_GPIO1
1

PR0_PRU0_GPIO1
1

RMII2_TXD0 RGMII2_TD0 MII2_TXD0 EPWM28_A GPIO99 EPWM28_A

M15 PR0_PRU0_GPIO1
2

PR0_PRU0_GPIO1
2

RMII2_TXD1 RGMII2_TD1 MII2_TXD1 EPWM28_B GPIO100 EPWM28_B

H17 PR0_PRU0_GPIO1
3

PR0_PRU0_GPIO1
3

RGMII2_TD2 MII2_TXD2 EPWM29_A GPIO101 EPWM27_B

H16 PR0_PRU0_GPIO1
4

PR0_PRU0_GPIO1
4

RGMII2_TD3 MII2_TXD3 EPWM29_B GPIO102 EPWM29_B

F15 PR0_PRU1_GPIO5 PR0_PRU1_GPIO5 SPI5_CS0 TRC_DATA0 EPWM30_A GPIO103 CHANNEL6 EPWM30_A

C18 PR0_PRU1_GPIO9 PR0_PRU1_GPIO9 SPI5_CLK PR0_UART0_RX
D

TRC_DATA1 EPWM30_B GPIO104 CHANNEL7

D17 PR0_PRU1_GPIO1
0

PR0_PRU1_GPIO1
0

SPI5_D0 PR0_UART0_TX
D

TRC_DATA2 EPWM31_A GPIO105 RES0_PWMOUT0 EPWM31_A

D18 PR0_PRU1_GPIO8 PR0_PRU1_GPIO8 SPI5_D1 TRC_DATA3 EPWM31_B GPIO106 RES0_PWMOUT1 EPWM31_B

E16 PR0_PRU1_GPIO6 PR0_PRU1_GPIO6 MCAN0_RX FSITX2_CLK TRC_DATA4 GPIO107

F16 PR0_PRU1_GPIO4 PR0_PRU1_GPIO4 MCAN0_TX FSITX2_D0 TRC_DATA5 GPIO108

F18 PR0_PRU1_GPIO0 PR0_PRU1_GPIO0 MCAN1_RX FSITX2_D1 TRC_DATA6 GPIO109 EPWM23_A

G16 PR0_PRU1_GPIO1 PR0_PRU1_GPIO1 MCAN1_TX FSIRX2_CLK TRC_DATA7 GPIO110

E17 PR0_PRU1_GPIO2 PR0_PRU1_GPIO2 MCAN4_RX FSIRX2_D0 TRC_DATA8 GPIO111

E18 PR0_PRU1_GPIO3 PR0_PRU1_GPIO3 MCAN4_TX FSIRX2_D1 TRC_DATA9 GPIO112 EPWM23_B

C16 PR0_PRU1_GPIO1
6

PR0_PRU1_GPIO1
6

MCAN5_RX FSITX3_CLK TRC_DATA10 GPIO113

A17 PR0_PRU1_GPIO1
5

PR0_PRU1_GPIO1
5

MCAN5_TX FSITX3_D0 TRC_DATA11 GPIO114

B18 PR0_PRU1_GPIO1
1

PR0_PRU1_GPIO1
1

MCAN6_RX SPI6_CS0 FSITX3_D1 TRC_DATA12 EPWM16_A GPIO115

B17 PR0_PRU1_GPIO1
2

PR0_PRU1_GPIO1
2

MCAN6_TX SPI6_CLK FSIRX3_CLK TRC_DATA13 EPWM16_B GPIO116

D16 PR0_PRU1_GPIO1
3

PR0_PRU1_GPIO1
3

MCAN7_RX SPI6_D0 FSIRX3_D0 TRC_DATA14 XBAROUT11 GPIO117 RES0_PWMOUT0

C17 PR0_PRU1_GPIO1
4

PR0_PRU1_GPIO1
4

MCAN7_TX SPI6_D1 FSIRX3_D1 TRC_DATA15 XBAROUT12 GPIO118 RES0_PWMOUT1

D15 PR0_PRU1_GPIO1
9

PR0_PRU1_GPIO1
9

UART3_RXD PR0_IEP0_EDC_
SYNC_OUT0

TRC_CLK XBAROUT13 GPIO119 EQEP1_A

C15 PR0_PRU1_GPIO1
8

PR0_PRU1_GPIO1
8

UART3_TXD PR0_IEP0_EDIO
_DATA_IN_OUT3

1

TRC_CTL XBAROUT14 GPIO120 EQEP1_B

P2 EXT_REFCLK0 EXT_REFCLK0 XBAROUT15 GPIO121 EQEP1_INDEX
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表 2-33. ピンマルチプレクサ マッピング表 (続き)
ボール ピンリスト Mode0 Mode1 Mode2 Mode3 Mode4 Mode5 Mode6 Mode7 Mode8 Mode9 Mode10

B16 SDFM0_CLK0 CLKOUT1 GPIO122 SDFM0_CLK0 EQEP1_STROBE

D14 SDFM0_D0 PR0_ECAP0_APW
M_OUT

GPIO123 SDFM0_D0

A16 SDFM0_CLK1 PR0_PRU1_GPIO7 CPTS0_TS_SYNC UART5_RTSn PR0_IEP0_EDC_
SYNC_OUT1

I2C3_SDA GPIO124 SDFM0_CLK1

D13 SDFM0_D1 PR0_PRU1_GPIO1
7

UART5_CTSn PR0_IEP0_EDIO
_DATA_IN_OUT3

0

GPIO125 SDFM0_D1

B15 SDFM0_CLK2 UART5_TXD I2C3_SCL GPIO126 SDFM0_CLK2 CHANNEL8

C13 SDFM0_D2 UART5_RXD GPIO127 SDFM0_D2 CHANNEL0

A15 SDFM0_CLK3 MCAN3_TX UART5_RXD GPIO128 SDFM0_CLK3 CHANNEL9

C14 SDFM0_D3 MCAN3_RX GPIO129 SDFM0_D3 CHANNEL1

B14 EQEP0_A UART4_RTSn SPI4_CLK GPIO130 EQEP0_A SDFM1_CLK0

A14 EQEP0_B UART4_CTSn SPI4_CS0 GPIO131 EQEP0_B SDFM1_D0

C12 EQEP0_STROBE UART4_TXD LIN4_TXD SPI4_D0 GPIO132 EQEP0_STROBE SDFM1_CLK1 CHANNEL2

D11 EQEP0_INDEX UART4_RXD LIN4_RXD SPI4_D1 GPIO133 EQEP0_INDEX SDFM1_D1 CHANNEL3

B13 I2C0_SDA I2C0_SDA GPIO134 EQEP2_A SDFM1_CLK2

A13 I2C0_SCL I2C0_SCL GPIO135 EQEP2_B SDFM1_CLK3

B12 MCAN2_TX MCAN2_TX UART1_RTSn GPIO136 EQEP2_STROBE SDFM1_D2

A12 MCAN2_RX MCAN2_RX UART2_RTSn GPIO137 EQEP2_INDEX SDFM1_D3

M2 CLKOUT0 CLKOUT0 GPIO138

C3 WARMRSTn WARMRSTn

D4 SAFETY_ERRORn SAFETY_ERRORn

C5 TDI TDI

C4 TDO TDO

D5 TMS TMS

B3 TCK TCK

LB OSPI_CLKLB OSPI_CLKLB

R2 PORz PORz

T1 XTAL_XI XTAL_XI

R1 XTAL_XO XTAL_XO

V15 ADC0_AIN0 ADC0_AIN0

U15 ADC0_AIN1 ADC0_AIN1

T14 ADC0_AIN2 ADC0_AIN2

U14 ADC0_AIN3 ADC0_AIN3

U13 ADC0_AIN4 ADC0_AIN4

R14 ADC0_AIN5 ADC0_AIN5

T11 ADC1_AIN0 ADC1_AIN0

U11 ADC1_AIN1 ADC1_AIN1

T12 ADC1_AIN2 ADC1_AIN2

V12 ADC1_AIN3 ADC1_AIN3

U12 ADC1_AIN4 ADC1_AIN4
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表 2-33. ピンマルチプレクサ マッピング表 (続き)
ボール ピンリスト Mode0 Mode1 Mode2 Mode3 Mode4 Mode5 Mode6 Mode7 Mode8 Mode9 Mode10

R12 ADC1_AIN5 ADC1_AIN5

R10 ADC2_AIN0 ADC2_AIN0

T10 ADC2_AIN1 ADC2_AIN1

U10 ADC2_AIN2 ADC2_AIN2

T9 ADC2_AIN3 ADC2_AIN3

V9 ADC2_AIN4 ADC2_AIN4

T8 ADC2_AIN5 ADC2_AIN5

U7 ADC3_AIN0 ADC3_AIN0

U8 ADC3_AIN1 ADC3_AIN1

T7 ADC3_AIN2 ADC3_AIN2

R7 ADC3_AIN3 ADC3_AIN3

V8 ADC3_AIN4 ADC3_AIN4

U9 ADC3_AIN5 ADC3_AIN5

U6 ADC4_AIN0 ADC4_AIN0

V5 ADC4_AIN1 ADC4_AIN1

V4 ADC4_AIN2 ADC4_AIN2

U5 ADC4_AIN3 ADC4_AIN3

V3 ADC4_AIN4 ADC4_AIN4

U4 ADC4_AIN5 ADC4_AIN5

V14 ADC_VREFHI_G0 ADC_VREFHI_G0

V13 ADC_VREFLO_G0 ADC_VREFLO_G0

V10 ADC_VREFHI_G1 ADC_VREFHI_G1

V11 ADC_VREFLO_G1 ADC_VREFLO_G1

V6 ADC_VREFHI_G2 ADC_VREFHI_G2

V7 ADC_VREFLO_G2 ADC_VREFLO_G2

U16 ADC_CAL0 ADC_CAL0

T15 ADC_CAL1 ADC_CAL1

T13 DAC_VREF0 DAC_VREF0

T6 DAC_VREF1 DAC_VREF1

T5 DAC_OUT DAC_OUT

U1 RSVD_U1 RSVD_U1

U2 VSYS_MON VSYS_MON

U3 RSVD_U3 RSVD_U3

V2 RSVD_V2 RSVD_V2

U17 ADC_CAL2 ADC_CAL2

T18 ADC_R0_AIN0 ADC_R0_AIN0

T16 ADC_R0_AIN1 ADC_R0_AIN1

U18 ADC_R0_AIN2 ADC_R0_AIN2

T17 ADC_R0_AIN3 ADC_R0_AIN3

V16 ADC_VREFLO_G3 ADC_VREFLO_G3

V17 ADC_VREFHI_G3 ADC_VREFHI_G3
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表 2-33. ピンマルチプレクサ マッピング表 (続き)
ボール ピンリスト Mode0 Mode1 Mode2 Mode3 Mode4 Mode5 Mode6 Mode7 Mode8 Mode9 Mode10

R16 ADC_R1_AIN0 ADC_R1_AIN0

R18 ADC_R1_AIN1 ADC_R1_AIN1

P18 ADC_R1_AIN2 ADC_R1_AIN2

P17 ADC_R1_AIN3 ADC_R1_AIN3

N17 ADC_CAL3 ADC_CAL3
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3 ハードウェア設計ファイル

評価基板に対応する最新の設計ファイルを含む zip ファイルをダウンロードするには、次のリンクをクリックしてください。

ハードウェア設計ファイル www.ti.com/ja-jp

58 AM263Px 制御カードの評価基板 JADU035D – OCTOBER 2023 – REVISED JANUARY 2026
資料に関するフィードバック (ご意見やお問い合わせ) を送信

English Document: SPRUJ86
Copyright © 2026 Texas Instruments Incorporated

https://www.ti.com/lit/zip/sprr492
https://www.ti.com/jp
https://www.ti.com/jp/lit/pdf/JADU035
https://www.ti.com/feedbackform/techdocfeedback?litnum=JADU035D&partnum=AM263P1,
https://www.ti.com/lit/pdf/SPRUJ86


4 追加情報

4.1 サポートが必要な場合

ご意見・ご質問等がございましたら、テキサス インスツルメンツ製品情報センター (PIC) とテキサス インスツルメンツ E2E
™ フォーラムによって Sitara MCU と AM263Px 制御カード開発キットのサポートが提供されます。PIC の連絡先情報は

テキサス インスツルメンツの Web サイトに掲載しております。各デバイスの詳細情報については、セクション 6.1 を参照し

てください。

4.2 商標
Sitara™ and E2E™ are trademarks of Texas Instruments.
Cortex™ is a trademark of Arm Limited.
EtherNet/IP™ is a trademark of ODVA, Inc.
EtherCAT™ is a trademark of PROFIBUS Nutzerorganisation e.V. (PNO).
USB Type-C® and USB-C® are registered trademarks of USB Implementers Forum.
Arm® is a registered trademark of Arm Limited.
PROFINET® is a registered trademark of PROFIBUS Nutzerorganisation e.V. (PNO).
すべての商標は、それぞれの所有者に帰属します。
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5 関連資料

5.1 補足事項

5.1.A E1 基板の変更点

1. OSPI の変更 - すべての E1 基板に出荷時から実装済み。

AM263Px 制御カード E1 の初期の設計には、OSPI の DQ0 および DQ1 信号ラインに 2.5 インチのスタブが存在

していました。これらのスタブは、OSPI ペリフェラル使用の信頼性の低下につながります。以下は、すべての E1 バ
ージョンの制御カードで実装された変更点のリストです。

• 終端抵抗とマルチプレクサの隣にあるビアの外側で、OSPI DQ0 および DQ1 のパターンを切断しました。

• R91 から U80 ピン 4 へのブルー ワイヤを半田付けしました。

• R90 から U80 ピン 3 へのブルー ワイヤを半田付けしました。

• 10kΩ 抵抗の片側を、上記で追加したブルー ワイヤのそれぞれに半田付けしました。

• R122 と R119 を取り外しました。

• R91 ブルー ワイヤの 10kΩ 抵抗から、U48 に最も近い R122 パッドへブルー ワイヤを追加しました。

• R90 ブルー ワイヤの 10kΩ 抵抗から、U48 に最も近い R119 パッドへブルー ワイヤを追加しました。

2. CPSW イーサネットの変更 - ユーザーが実装する必要あり。

注
この変更は E1 基板には行われていません。

注
これは、E2 バージョン以降の基板には適用されません。

注
この基板では、CPSW RGMII2 を有効にするため、デフォルトで PRU0 MII0 信号がルーティングされていま

す。次の変更に従う必要があります

注
AM263Px 制御カードの E1 バージョンでは、MCAN トランシーバとオンボード イーサネットを同時に使用する

ことはできません。

E1 AM263Px 制御カードでは、関連する MDIO を含む CPSW RGMII2 ギガビット イーサネット ポートを有効にするた

め、ブルー ワイヤ修正がありました。変更内容は以下のとおりです。

• MDIO0_MDIO をオンボード イーサネット PHY にルーティング：

– R208 を取り外し、SoC の L17 に接続されていない露出パッドから、HSEC ピン 96 へワイヤを半田付けします。

• MDIO0_MDC をオンボード イーサネット PHY にルーティング：

– R466 を取り外し、MCAN1_STB 信号に接続されている R466 パッドからワイヤを半田付けします。

– R211 を取り外し、MCAN1_STB ワイヤのもう一方の端を、SoC の L18 に接続されていない R211 露出パッドに

半田付けします。
• TCAN1043 イネーブルを Low に駆動

– MCAN1_STB は MDIO0_MDC 用にルーティングされているため、MCAN1_STB パターンでのリーク電流を避け

るため、MCAN トランシーバを無効化する必要があります。

5.1.B E2 の設計変更

AM263Px 制御カードの E2 リビジョンには、設計上のさまざまな変更が加えられています。変更内容は以下のとおりで

す。

1. MDIO 信号をルーティングする場所を制御するため、MDIO/MDC アナログ スイッチを追加

2. 各種 LED インジケータを追加
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• PORz が押されたことを示す SoC SAFETY_ERRORn LED (LD19)
• PMIC LDO 出力用に電源ステータス LED を追加 (LD20、LD21、LD22)

3. CAN INH 信号の PMIC へのルーティングのためにジャンパ (J22) を追加

4. FSI/MCAN マルチプレクサ (U33) の選択ラインのデフォルト状態を High から Low に変更

5. イーサネット ポートと MDIO 信号のルーティングに多重化を追加

6. ADC マルチプレクサ上の信号を再編成

5.1.C A の設計変更

AM263Px 制御カードの A リビジョンには、設計上のさまざまな変更が加えられています。変更内容は以下のとおりです。

1. VPP_1V7 ネットにテスト ポイント TP76 を追加

2. イーサネット アドオン コネクタの I2C アドレス構成を、評価基板のコネクタ (J8) で設定されるように変更。

• イーサネット アドオン ボード EEPROM I2C アドレス ビットは、J8-37 (アドレス ビット A2) と J8-47 (アドレス ビット 

A0) で設定されています。A2 ビットと A0 ビットは両方とも 10kΩ の抵抗を介してプルダウンされます。J8 に接続

されているすべてのイーサネット アドオン ボードには、I2C アドレス 0x52 があります。

3. OSPI フラッシュのリセット回路を変更。AM263Px SoC の信号 OSPI0_RESET_OUT0 を PORz を扱う AND ゲー

トへの入力として使用し、IO エクスパンダ信号を置き換え。

5.1.D B の設計変更

AM263Px 制御カードの B リビジョンには、設計上のさまざまな変更が加えられています。変更内容は以下のとおりです。

1. 昇圧コンバータ部品 (U5) を TPS61089RNRR に変更

2. U76 標準プッシュプル出力バッファをオープン ドレイン出力バッファに変更
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6 参考資料

6.1 参考資料

このドキュメントに加えて、以下のドキュメントが www.ti.com からダウンロードできます。

• AM263P4 Sitara™ マイコン 
• AM263Px Sitara™ マイコン データシート 
• AM263Px Sitara™ マイコン テクニカル リファレンス マニュアル 
• AM263Px Sitara™ マイコン TRM レジスタ補遺 
• テキサス インスツルメンツ Code Composer Studio
• XDS110 ファームウェアの更新

6.2 この設計で使用するその他の TI 部品

この制御カードは、その機能のために TI の他のさまざまな部品を使用しています。これらの部品の総合的なリストと、TI 
製品ページへのリンクを以下に示します。

• TPS212x パワー マルチプレクサ 
• LM3488 昇圧 DC/DC コンバータ 
• TUSB320LAI USB Type-C 構成のチャネル ロジックおよびポート制御 
• TPS62177 降圧コンバータ 
• TPS62903 降圧コンバータ 
• I2C インターフェイス搭載 INA228 電流モニタ 
• TPS62097 降圧コンバータ 
• TLV755P 低ドロップアウト レギュレータ 
• TPS22918 ロード スイッチ 
• TMP411 温度センサ 
• TCAN1043A-Q1 CAN FD トランシーバ 
• XDS110 JTAG デバッグ プローブ
• DP83869HM 10/100/1000 イーサネット物理層トランシーバ 
• LMK1C110x LVCMOS クロック バッファ 
• TLIN2029-Q1 LIN トランシーバ 

7 改訂履歴
資料番号末尾の英字は改訂を表しています。その改訂履歴は英語版に準じています。

Changes from AUGUST 31, 2024 to JANUARY 31, 2026 (from Revision C (August 2024) to 
Revision D (January 2026)) Page
• LD9 のデフォルト状態を更新し、注記を追加。.....................................................................................................11
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Changes from Revision B (May 2024) to Revision C (August 2024) Page
• [特長] OSPI/QSPI/EEPROM メモリ サイズを正しい値 / 単位に更新。................................................................... 1
• [キットの内容] キットの内容から USB Type-C ケーブル (長さ 1m) を削除。............................................................4
• [HSEC 180 ピン制御カード ドッキング ステーション] AM263x HSEC ドック (TMDSHSECDOCK-AM263) の情報を

追加。..................................................................................................................................................................5
• [機能ブロック図] 評価基板 Rev A に合わせてブロック図を更新。.........................................................................16
• [リセット] PORz 信号リセット ツリーのブロック図を更新し、Rev A の実装を反映。..................................................17
• [GPIO マッピング] GPIO マッピング表を更新......................................................................................................24
• [OSPI/QSPI] QSPI メモリ サイズを 1Gbit に更新。Rev A の変更を反映するように OSPI/QSPI インターフェイスのブ

ロック図を更新。................................................................................................................................................. 26
• [OSPI/QSPI] OSPI メモリサイズを 256Mbit に更新.............................................................................................26
• [オンボード イーサネット PHY] 評価基板 Rev A の図を更新。PHY の型番を訂正。..............................................32
• [I2C] イーサネット アドオン ボード コネクタ I2C0 接続を示すため、図と表を更新。................................................36
• [MCAN] 選択ラインがデフォルトで HIGH であることを示すように、MCAN/FSI マルチプレクサ表を更新。..............39
• [ADC および DAC] SDK サンプル用の SW9 位置に関する注記を追加。............................................................45
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Changes from Revision A (January 2024) to Revision B (May 2024) Page
• イーサネット ルーティング表の OSPI セクションを変更し、メモリ サイズの値を修正 ...............................................29
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Changes from Revision * (October 2023) to Revision A (January 2024) Page
• E2 の更新された部品識別図を追加......................................................................................................................7
• 制御カードの電源ツリーに E2 の変更に関する注記を追加.................................................................................. 13
• 「クロック」セクションを追加し、クロック処理のオプションとクロック ツリーのルーティングについて説明 .....................19
• ブート モード スイッチの参照記号を変更.............................................................................................................20
• イーサネット ルーティング表の構成 7 と 8 を更新 ............................................................................................... 29
• イーサネット ルーティング表の参照記号を変更 ...................................................................................................29
• スイッチの参照記号を更新..................................................................................................................................43
• [ADC および DAC] ADC/DAC スイッチの参照記号を更新.................................................................................. 45
• E2 ピン配置の HSEC ピン配置を更新................................................................................................................48
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